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今号の表紙
ヒポクラテスの樹
　医学の父ヒポクラテスは、ギリシアの
コス島で紀元前460年頃に生まれたと
考えられています。町の中央にはヒポク
ラテスの木と呼ばれるプラタナスの巨木
があり、この木の下でヒポクラテスが医
学を教えたと言い伝えられています。
　このコス島から挿し木による苗の提供
を受け、1995年に東京医科歯科大学教
養部の一角にプラタナスが植えられまし
た。いま、この「ヒポクラテスの樹」は、医
学を志す若者たちを見守りながら、未来
に向けて大きく成長を続けています。
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●2008年4月1日に大山喬史学長新体制がス
タートし、6月に出版した６号では、特集“法
人化4年を振り返るⅠ”を組み、医科・歯科学
部教育、21世紀COEプログラム並びに医学部・
歯学部附属病院の取り組み、成果を取り上げた。
●本7号は、６号を継承し、医歯学総合研究科、
保健衛生学研究科、生命情報科学教育部と疾
患生命科学研究部の4つの大学院組織、教養教
育を支える教養部、世界的研究拠点を目指す
生体材料工学研究所、難治疾患研究所並びに
産学連携・研究成果の実用化を支援する知的
財産本部の法人化４年の取り組み、成果につ
いて纏めた。

●特別寄稿として、2008年にグローバル
COEに採択された歯と骨の分子疾患科学の国
際教育研究拠点、西アフリカ地域の研究拠点
を核とした感染症研究、ソニーとの医歯工融
合により最先端研究の地平を切り拓くオープ
ンラボ、並びに代表的な受賞教員の横顔を紹
介した。
●本年は、英語版の出版も企画しており、国
際的広報誌として、医科歯科大学の現況を世
界に向け発信するため、広報室スタッフ一同
日夜励んでおります。ご協力宜しくお願い申
し上げます。

（広報室一同）

法人化４年を
　　振り返るⅡ

ブルーム!　 No.7 2009.1

受賞教員紹介

ヒポクラテスの樹

西アフリカを舞台とした
感染症研究
太田伸生 教授

ＣＯＥからグローバルＣＯＥへ
野田政樹 教授

ソニー オープンラボ
【産学連携】

大山喬史学長
年頭の挨拶

特 集
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識
し
て
お
り
ま
す
。

と
同
時
に
、
教
職
員
の
頑
張
り
に
、
今
度
は
大
学
が
答
え
を

出
す
べ
き
時
が
来
た
と
も
認
識
し
て
お
り
、
各
担
当
理
事
の

下
に
戦
略
会
議
・
推
進
協
議
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
大
学
の
叡
智
を
傾
け
て
議
論
し
て
い
た
だ
き
、

検
討
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
は
、
役
員
会
の
審
議
を
経
て
、

更
に
教
育
研
究
評
議
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
仕
組

み
を
作
り
ま
し
た
。
私
が
想
像
し
て
お
り
ま
し
た
以
上
に

様
々
な
意
見
・
要
求
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。　

教
職
員
の
努
力
と
そ
の
成
果
に
報
い
、
且
つ
将
来
の
発
展
に

向
け
て
、
す
で
に
予
算
措
置
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
解
剖
実
習
室
や
研
究
室
の
「
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
暴

露
対
策
」、
総
合
教
育
研
究
棟
、
歯
学
部
模
型
実
習
室
等
の

改
修
工
事
、
教
養
部
の
校
舎
・
グ
ラ
ン
ド
の
整
備
、
６
月
竣

工
予
定
の
Ⅱ
期
棟
の
移
転
整
備
、
特
に
「
附
属
図
書
館
」「
記

念
講
堂
」「
動
物
実
験
施
設
」
な
ど
新
設
・
整
備
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。

「
医
療
」
で
は
、
両
附
属
病
院
の
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
に

伴
う
改
修
と
更
新
は
必
須
で
あ
り
、
今
で
は
収
入
増
を
図
る

た
め
に
新
た
な
戦
略
を
議
論
し
て
お
り
ま
す
。

「
企
画
・
国
際
交
流
」
で
は
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
見
直
し
、

国
際
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル（
仮
称
）の
開
催
、
昨
年
開
設
し
た

ガ
ー
ナ
の
感
染
研
究
所
の
拠
点
と
し
て
の
事
業
展
開
の
推

進
、
チ
リ
国
と
の
診
療
・
教
育
・
研
究
支
援
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
一
流
の
指
導

考
規
則
、
他
大
学
と
の
連
携
協
力
等
に
つ
い
て
検
討
、
一
部

決
定
施
行
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

「
研
究
」
で
は
、公
的
財
政
支
援
が
終
了
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
再
興
、
脳
統
合
機
能
研
究
セ
ン

タ
ー
の
整
備
、
附
置
研
究
所
の
在
り
方
、
疾
患
モ
デ
ル
研
究

セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
。
そ
れ
以
外
の
事
項
に
つ

い
て
も
精
査
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
環
境
の
整
備
、
特
に
施
設
整

備
の
拡
充
、
余
裕
あ
る
時
間
作
り
、
仲
間
作
り
を
積
極
的
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
第
１
期
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
最
終
年
度
に
な

り
、
第
2
期
計
画
を
立
案
す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に

お
け
る
評
価
と
斬
新
な
企
画
は
、
今
後
の
本
学
の
将
来
を
左

右
し
か
ね
な
い
も
の
で
す
。

全
学
一
致
団
結
し
て
本
学
の
将
来
像
を
思
い
切
っ
て
大
胆
に

描
い
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

年
の
初
め
に
際
し
、
私
か
ら
2
0
0
9
年
の
抱
負
を
申
し
上

げ
ま
す
。

法
人
化
後
６
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
教
職
員
の
頑
張
り
に
よ

り
、
本
学
の
使
命
で
あ
る
「
教
育
」「
研
究
」「
医
療
」「
地
域
・

国
際
貢
献
」
面
で
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
と
認

者
・
研
究
者
養
成
、
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
の
た
め
の
海

外
拠
点
形
成
を
目
指
し
て
具
体
的
に
行
動
を
起
こ
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

「
教
育
」
で
は
、
放
送
大
学
と
の
単
位
互
換
、
四
大
学
連
合

複
合
領
域
コ
ー
ス
、
Ｍ
Ｄ
︲
Ｐ
ｈ
Ｄ
コ
ー
ス
へ
の
支
援
、
海

外
研
修
奨
励
制
度
に
よ
る
派
遣
学
生
の
増
員
、
特
別
教
授
選
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医
歯
学
総
合
研
究
科
博
士
課
程
は
、
平

成
11
年
～
平
成
12
年
に
か
け
て
、
医
学
・

歯
学
に
関
す
る
教
育
研
究
の
一
段
の
充
実

を
め
ざ
し
、
左
記
の
教
育
理
念
、
教
育
目

的
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
。

教
育
理
念
、
教
育
目
的
お
よ
び
求
め
る

学
生
像
を
明
確
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
国
立
大
学
法
人
化
以
前

に
比
べ
て
、
平
成
15
年
度
大
学
院
設
置
後

大
学
院
生
は
自
分
が
所
属
す
る
分
野
以
外

の
教
員
か
ら
も
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
多
く
の
大
学
院
生
が
、

複
数
指
導
体
制
の
も
と
研
究
を
行
っ
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
研
究
科
が
開

設
す
る
授
業
科
目
と
し
て
、「
医
歯
学
総

合
特
論
」
と
「
医
歯
学
先
端
研
究
特
論
」

を
開
設
し
、「
医
歯
学
総
合
特
論
」
は
、

年
３
～
４
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
選
び
学
内
外

の
専
門
家
に
よ
る
大
学
院
セ
ミ
ナ
ー
を
定

め
ら
れ
た
回
数
聴
講
を
義
務
づ
け
る
こ
と

と
し
、
ま
た
、「
医
歯
学
先
端

研
究
特
論
」
は
、
年
１
０
０
回

以
上
開
催
さ
れ
る
、
大
学
院
特

別
講
義
を
単
位
化
し
、
定
め
ら

れ
た
回
数
聴
講
を
義
務
づ
け
、

博
士
課
程
教
育
委
員
長
が
成
績

評
価
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
制
度
的
に
は
長
期
履

修
学
生
制
度
を
導
入
し
社
会
人

大
学
院
学
生
の
履
修
環
境
の
整

備
を
図
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
教
育
理
念
、

目
的
お
よ
び
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン

４
年
間
の
学
年
進
行
が
完
成
し
た
以
降
及

び
平
成
16
年
度
国
立
大
学
法
人
化
以
降
か

ら
、
医
学
・
歯
学
・
学
術
の
学
位
取
得
者

が
、
次
の
表
の
と
お
り
平
成
14
年
度
ま
で

は
、
１
４
０
件
台
の
授
与
件
数
で
あ
っ
た

も
の
が
、
１
９
０
件
台
～
２
１
０
件
台
の

授
与
件
数
ま
で
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

博
士
課
程（
歯
学
系
）は
、
平
成
16
年
度

よ
り
、先
端
研
究
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、

各
分
野
に
所
属
す
る
大
学
院
指
導
教
員
が

複
数
指
導
体
制
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、

少
子
高
齢
化
を
背
景
と
す
る
国
民
医
療

費
・
社
会
保
障
費
の
高
騰
、
良
質
で
安
全

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
必
要
性
、
競

争
原
理
の
一
層
の
導
入
、
国
際
化
・
グ
ロ

ー
バ
ル
化
す
る
医
療
経
営
環
境
、
患
者
の

主
体
性
の
重
視
等
、
医
療
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
今
後
の
医
療
機

関
運
営
で
は
、
医
学
だ
け
で
な
く
医
療
サ

ー
ビ
ス
管
理
と
政
策
の
高
度
な
知
識
と
技

術
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
16
年
度
国
立
大
学
法
人
化
と
と
も

に
設
置
さ
れ
た
医
療
管
理
政
策
学（
Ｍ
Ｍ

Ａ
）コ
ー
ス
は
、
国
内
の
医
療
管
理
・
医

療
政
策
の
分
野
に
お
い
て
指
導
的
立
場
で

活
躍
す
る
人
材
の
養
成
を
図
り
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
に
関
わ
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
急
速
な
制
度

改
革
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
医
療
の
分

野
に
あ
っ
て
、
患
者
中
心
の
よ
り
良
い
医

療
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
社
会
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
寄
与
す
る
人
材
を
輩
出
し
よ

う
と
す
る
教
育
理
念
は
、
い
ま
で
は
社
会

的
に
大
き
な
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
そ
の

志
願
者
は
常
に
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
。

医
療
管
理
政
策
学
コ
ー
ス
の
教
育
方
針

は
、
四
大
学（
東
京
医
科
歯
科
大
学
、
東

京
外
語
大
学
、
東
京
工
業
大
学
、
一
橋
大

学
）の
連
携
を
基
盤
に
、
高
い
水
準
の
幅

広
い
学
術
分
野
の
教
育
を
社
会
人
等
を
対

象
と
し
て
提
供
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
提
供

の
単
な
る
実
務
者
で
な
く
、
管
理
運
営
に

携
わ
る
管
理
職
を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。

本
コ
ー
ス
は
、
こ
れ
ま
で
の
医
療
管
理

に
お
け
る
組
織
管
理
や
安
全
管
理
を
含
む

医
療
関
連
分
野
を
網
羅
し
た
包
括
的
な
も

の
で
あ
り
、
法
学
、
経
済
学
、
工
学
、
社

会
学
、
倫
理
学
を
も
含
む
、
医
療
政
策
、

医
療
の
質
の
確
保
と
リ
ス
ク
管
理
、
医
療

関
連
法
規
と
医
の
倫
理
、
病
院
情
報
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
、
医
療
の
国
際
文
化
、
施

設
整
備
と
衛
生
管
理
、
経
営
戦
略
と
組
織

管
理
、
人
的
資
源
管
理
と
人
材
開
発
、
医

療
に
お
け
る
情
報
発
信
、
臨
床
疫
学
な
ど

の
項
目
に
つ
い
て
、
修
得
す
る
。

ま
た
、
講
義
内
容
に
つ
い
て
も
、
四
大

学
連
合
の
緊
密
な
連
携
を
軸
と
し
て
不
断

の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
常
に
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
講
義
内
容
を
取
り
入
れ
る
、

法
人
化
以
降
着
実
な
発
展
を
続
け
て
い
る
。

ポ
リ
シ
ー
を
明
確
化
し
、
授
業
形
態
の
整

備
、
制
度
の
整
備
を
行
っ
た
。

平
成
13
年
度
に
設
置
さ
れ
た
医
歯
学
総

合
研
究
科
医
歯
科
学
専
攻
修
士
課
程
は
、

以
下
の
教
育
理
念
、
教
育
目
的
に
基
づ
い

て
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
理
念
、
目

的
に
基
づ
き
学
生
を
募
集
し
た
が
、
社
会

的
に
非
常
に
ニ
ー
ズ
が
高
く
そ
の
志
願
率

は
非
常
に
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
に
、
当
初
は
入
学

定
員
が
25
名
で
あ
っ
た
が
、
平
成
16
年
度

か
ら
は
、
入
学
定
員
を
35
名
に
増
や
し
社

会
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
努
力
を
行
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
定
員
を
増
加
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
志
願
率
が

４
倍
か
ら
５
倍
近
く
あ
り
、
平
成
21
年
度

か
ら
、
入
学
定
員
を
50
名
に
す
る
た
め
に
、

さ
ら
に
15
名
増
の
概
算
要
求
を
行
っ
た
。

専
門
家
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
採
択
さ
れ
、

総
合
的
が
ん
医
療
構
築
の
た
め
、
が
ん
医

療
に
特
化
し
た
医
療
人
の
養
成
を
目
的
と

し
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
博
士
課
程
に
お
い
て
は
、
放

射
線
療
法
、
化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
療
法

を
専
門
と
す
る
が
ん
専
門
医
養
成
を
目
指

し
た
教
育
を
実
施
し
、
修
士
課
程
に
お
い

て
も
、
東
京
工
業
大
学
と
の
連
携
の
下
に

医
学
物
理
士
、
放
射
線
品
質
管
理
士
な
ど

の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を

目
指
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
平
成
15
年
度
に
は
、
21
世
紀

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
歯
と
骨
の
分
子
破
壊

と
再
構
築
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」・「
脳
の
機
能

統
合
と
そ
の
失
調
」の
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
我
が
国
の
大
学
に
世
界
最
高

水
準
の
研
究
教
育
拠
点
を
学
問
分
野
毎
に

形
成
し
、
世
界
的
研
究
の
推
進
と
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
創
造
的
な
人
材
育
成
を
図
る

た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
我
が
国
の
大
学
院
の
教
育
研
究
機

能
の
一
層
の
充
実
・
強
化
を
図
り
、
世
界
最

高
水
準
の
研
究
基
盤
の
も
と
で
世
界
を
リ

ー
ド
す
る
創
造
的
な
人
材
育
成
を
図
る
た

め
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点

の
形
成
を
重
点
的
に
支
援
し
、
も
っ
て
、
国

際
競
争
力
あ
る
大
学
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

学
生
や
社
会
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、

平
成
18
年
度
に
は
、
魅
力
あ
る
大
学
院
プ

ロ
グ
ラ
ム
「
医
歯
学
領
域
に
お
け
る
次
世

代
高
度
専
門
家
教
育
」、
平
成
19
年
度
に

は
、
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
大
学
院
か
ら
医
療
現
場
へ
の
橋
渡
し
研

究
者
教
育
」、
平
成
20
年
度
に
は
、
同
じ

く
「
歯
科
医
学
に
お
け
る
基
礎
・
臨
床
ボ

ー
ダ
レ
ス
教
育
」
の
採
択
に
よ
り
、
新
た

な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。 

　

平
成
19
年
度
に
は
、
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
養
成
プ
ラ
ン
「
が
ん
治
療
高
度

医歯学総合研究科博士課程修了者
年度別・学位別取得者数　（授与日を基準）

医
学
・
歯
学
・
学
術
博
士
の

学
位
取
得
者
の
輩
出

医
歯
学
総
合
研
究
科

医
歯
科
学
専
攻
修
士
課
程

医
歯
学
総
合
研
究
科
医
歯
科
学
専
攻

修
士
課
程（
医
療
管
理
政
策
学
コ
ー
ス
）

　21世紀における国民と国際社会の
ニーズに応え、医学・歯学両分野での
世界的な教育研究の拠点となることを
目指し、世界をリードする研究者、研
究心旺盛な高度専門医療人（アカデミ
ックドクター）すなわち医学・歯学両
分野をカバーし、さらに様々な他専門
分野との統合的研究を可能とする医療
人の養成を行うことを教育理念とする。

教育理念

教育目的
世界をリードする研究者の養成
①基礎と臨床の融合を図る臨床指向型
研究分野で世界をリードする研究者

②医歯学の連携を図る医歯学学際型研
究分野で世界をリードする研究者

アカデミックドクターの養成
①分化から統合化を目指す全人的診断
治療の進歩に貢献する医療人

②医歯学領域を連携させる医歯学統合
的医療を遂行できる医療人

求める学生像
①医学・歯学分野に関する高い関心と
研究への強い意欲を有する人

②幅広い視野を持ち、創造性とチャレ
ンジ精神に富む人

③高い倫理性とコミュニケーション能
力を備えた人

医学博士 歯学博士 学術博士 計

平成13年度 66 75 ５ 146

平成14年度 74 64 ６ 144

平成15年度 113 85 13 211

平成16年度 99 82 14 195

平成17年度 95 93 11 199

平成18年度 111 92 ８ 211

教育理念
　多様な学問的背景をもった学生に対し、医学・歯学に関
する幅広い知識を、体系的、集中的に教育するとともに、
医学・医療、歯学・歯科医療にかかわる学問・研究を志す
ものとして必要な倫理観と良識を備えた人材を育成する。

教育目的
　急速な進歩を受けて高度に専門化している医学・歯学領
域において、出身学部学科で取得した知識・技術を生かし
ながら、医学・歯学に関する幅広い知識を体系的、集中的
に教育し、医学・医療、歯学・歯科医療を支える基礎医学・
基礎歯学について豊かな学識を有し、かつ医科学・歯科学
の一つの専門分野で高度の知識を有する人材を育成する。

入学定員 志願者数 倍率
平成13年度 25 40 1.6
平成14年度 25 147 5.88
平成15年度 25 123 4.92
平成16年度 35 141 4.03
平成17年度 35 118 3.37
平成18年度 35 171 4.89
平成19年度 35 149 4.26
平成20年度 35 170 4.86
平成21年度 35（50） 128 3.66

医歯学総合研究科修士課程年度別志願者数

注：平成13年度は予算成立後、４月に募集した。
（　）書きは、概算要求15名を加えた入学定員で予定。

競
争
的
資
金
の
獲
得

大
学
院
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振
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る
Ⅱ
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大
学
院

保
健
衛
生
学
研
究
科

67

会
、
さ
ら
に
は
卒
業
研
究
論
文
集
と
し
て

ま
と
め
て
お
り
、
外
部
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
お
り
ま
す
。

　

看
護
学
専
攻
で
は
平
成
20
年
度
に
指
定

規
則
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正
を
視
野
に

入
れ
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
看
護
学
生
の
学
習
段
階
に
応
じ

た
実
習
指
導
体
制
と
そ
の
評
価
方
法
に
つ

い
て
、
看
護
技
術
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
作

成
し
、
臨
床
技
術
体
験
の
記
録
内
容
の
充

実
を
図
り
つ
つ
、
平
成
19
年
度
に
は
看
護

学
臨
地
実
習
指
導
者
実
習
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
実
習
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
は
さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
よ
り
We
b 

C
T
を
活
用
し
た
入
力
方
式
を
採
用
し
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
運
用
の
効
率
化
、
入
力

結
果
の
分
析
と
活
用
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
附
属
病
院
に
看
護
師
と
し
て

就
職
す
る
卒
業
生
が
20
名
前
後
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
学
部
卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

を
促
進
す
る
た
め
、
附
属
病
院
で
勤
務
し

な
が
ら
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
で
単

位
を
履
修
で
き
る
制
度
を
平
成
19
年
度
か

ら
導
入
し
、
将
来
大
学
院
に
正
規
入
学
し

た
時
に
は
、
そ
の
単
位
の
履
修
を
不
要
と

し
ま
し
た
。
国
際
的
な
看
護
実
践
能
力
を

養
成
す
る
こ
と
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
平
成
14
年
よ
り
17
年
ま
で
毎

年
、学
長
経
費
に
よ
る
海
外
短
期
留
学（
米

国
、
英
国
）に
看
護
学
専
攻
生
１
名
が
選

抜
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度

は
、
看
護
学
専
攻
か
ら
選
抜
さ
れ
た
１
名

と
し
て
研
修
に
出
向
き
、
本
学
医
学
部
附

属
病
院
に
お
け
る
実
習
と
合
わ
せ
て
充
実

し
た
臨
地
実
習
が
行
わ
れ
、
リ
ー
ダ
ー
と

な
る
べ
き
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
4
年
次
の
総
合
講
義
で

は
、
看
護
学
専
攻
、
口
腔
保
健
学
科
、
さ

ら
に
は
他
大
学
の
附
属
病
院
検
査
部
の
先

生
方
の
参
加
に
よ
り
、
医
療
の
各
分
野
の

現
状
等
に
関
し
て
チ
ー
ム
医
療
と
し
て
の

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
に
配
慮
し
て

い
ま
す
。
国
立
大
学
と
し
て
の
臨
床
検
査

技
師
教
育
の
歴
史
が
浅
い
た
め
、
独
立
法

人
化
後
も
国
立
大
学
臨
床
検
査
技
師
教
育

協
議
会（
20
大
学
で
構
成
）、
さ
ら
に
は
日

本
臨
床
検
査
学
教
育
協
議
会（
73
教
育
施

設
）の
指
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
く
邁
進

し
て
お
り
ま
す
。

て
は
現
行
の
推
薦
選
抜
、
3
年
次
編
入
学

選
抜
の
あ
り
方
等
を
検
討
し
、
平
成
20
年

度
か
ら
3
年
次
編
入
制
度
を
廃
止
し
、
両

専
攻
一
般
選
抜
5
名
の
定
員
増
を
行
い
、

さ
ら
に
、
看
護
学
専
攻
で
は
推
薦
入
学
者

20
名
、
平
成
21
年
度
か
ら
一
般
選
抜
の
後

期
選
抜
を
廃
止
、
検
査
技
術
学
専
攻
で
の

推
薦
入
学
者
5
名
を
新
た
に
確
保
し
、
本

学
の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
を
も
つ

人
材
の
確
保
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

学
部
教
育
は
学
部
教
育
委
員
会
を
軸
と

し
て
両
専
攻
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ら
び
に

臨
地
実
習
小
委
員
会
を
設
置
し
、
教
育
改

革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
教

養
科
目
・
専
門
科
目
の
楔
形
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
検
討
・
見
直
し
、
専
門
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
際
的
な
視

野
を
広
げ
る
4
大
学
連
合
の
複
合
領
域
の

受
講
者
も
増

加
し
て
い
ま

す
。
臨
床
系

基
礎
科
目
は

両
専
攻
の
合

同
授
業
と
し

て
行
い
、
さ

ら
に
、学
部
・

大
学
院
一
貫

教
育
を
視
野

に
入
れ
た
卒

業
研
究
を
重

視
し
、
そ
の

成
果
を
発
表

が
英
国
に
短
期
留
学
し
た
他
に
、
自
己
研

修
で
さ
ら
に
４
名
の
学
部
生
が
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
短
期
留
学
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
、
平
成
20
年
度
に
取
得
し

た
「
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
：
看
護
国
際
人
育
成
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
に
リ
ン
ク
し
た
看
護
人
材
育
成
に
つ

な
が
る
も
の
で
す
。

　

検
査
技
術
学
専
攻
で
は
、
既
に
確
立
し

て
い
る
知
識
・
技
術
の
修
得
は
勿
論
の
こ

と
、日
進
月
歩
の
臨
床
検
査
学
に
対
応
し
、

か
つ
新
し
い
臨
床
検
査
法
の
開
発
な
ど
に

も
従
事
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
、

厚
生
労
働
省
の
指
定
科
目
の
内
容
に
と
ど

ま
ら
ず
、
教
養
教
育
、
専
門
教
育
を
含
め

て
幅
広
い
視
野
と
科
学
的
な
物
の
見
方
、

考
え
方
を
身
に
付
け
る
よ
う
な
教
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
医
歯

学
総
合
研
究
科
、
難
治
疾
患
な
ら
び
に
生

体
材
料
工
学
研
究
所
や
学
外
の
諸
施
設
の

先
生
方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
多
彩

な
必
修
選
択
科
目
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
は
教
育
内
容
を
さ
ら
に

発
展
充
実
さ
せ
る
た
め
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改

正
を
行
い
、
遺
伝
子
・
染
色
体
検
査
学
や

「
健
康
食
品
管
理
士
」
の
資
格
認
定
試
験

の
受
験
に
必
要
な
科
目
を
新
た
に
開
講

し
、
平
成
21
年
度
か
ら
四
大
学
連
合
複
合

領
域
コ
ー
ス
を
利
用
し
た
選
択
必
修
科
目

も
開
講
さ
れ
ま
す
。
3
、
4
年
次
に
は
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
希
望
す

る
学
内
外
の
施
設
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

博
士
号
取
得
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
看
護

系
大
学
の
若
手
教
員
が
在
職
し
た
ま
ま
博

士
号
を
取
得
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進

し
、
平
成
20
年
度
に
は
「
大
学
院
教
育
改

革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採
択
さ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
基
盤
に
、
国
際
的
な
看
護

学
研
究
・
教
育
者
育
成
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
の
過
程
と
し
て
平
成
20
年
度

に
総
合
保
健
看
護
学
専
攻
内
の
組
織
改
組

を
行
い
、
新
た
な
教
育
研
究
分
野
と
し
て

「
国
際
看
護
開
発
学
分
野
」
を
設
置
し
、

さ
ら
に
研
究
科
内
に
「
国
際
教
育
・
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
わ
が
国

に
お
け
る
看
護
系
大
学
院
の
牽
引
役
と
し

て
、
そ
し
て
さ
ら
な
る
国
際
的
競
争
力
を

養
う
こ
と
を
目
標
に
、
教
育
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
体
検
査
科
学
専
攻
で
は
、部
局
化
後
、

生
命
情
報
解
析
開
発
学
と
分
子
・
遺
伝
子

応
用
検
査
学
の
2
大
講
座
に
組
織
再
編
化

し
、
医
学
生
物
学
か
ら
、
基
礎
・
臨
床
医

学
に
至
る
幅
広
い
領
域
に
お
い
て
活
発
な

研
究
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
国
立
大

　

医
学
系
研
究
科
の
中
に
保
健
衛
生
学
専

攻
と
し
て
平
成
5
年
に
修
士
課
程
が
、
博

士
課
程
が
平
成
7
年
に
設
置
さ
れ
た
の
が

大
学
院
教
育
の
始
ま
り
で
、
平
成
12
年
に

は
大
学
院
保
健
衛
生
学
研
究
科
と
し
て
医

学
研
究
科
か
ら
独
立
、
平
成
13
年
に
は
総

合
保
健
看
護
学
専
攻
と
生
体
検
査
科
学
専

攻
の
2
専
攻
を
有
す
る
看
護
学
・
検
査
学

で
は
我
が
国
で
初
め
て
の
大
学
院
重
点
化

大
学
と
し
て
部
局
化
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

16
年
の
独
立
法
人
化
を
契
機
と
し
て
、
新

時
代
に
対
応
し
つ
つ
、
常
に
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
ま
す
。
日
々
複
雑
化

す
る
社
会
に
お
い
て
医
学
・
医
療
に
は

様
々
な
課
題
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
保
健

衛
生
学
研
究
科
で
は
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を

学
際
的
な
幅
広
い
視
野
で
捉
え
、
組
織
的

に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
看
護
学
・
検
査
学
の
各
学
術
団
体
や

行
政
と
も
連
携
し
、
生
涯
を
通
じ
て
高
い

Q
O
L
を
維
持
で
き
、
ど
こ
に
い
て
も
よ

り
良
い
医
療
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
医

療
シ
ス
テ
ム
の
開
発
構
築
の
た
め
の
研
究

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
国
内
外
の

大
学
研
究
機
関
と
の
連
携
も
密
で
、
海
外

の
６
校
の
提
携
大
学
と
の
間
で
大
学
院
生

の
交
換
留
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
保
健
看
護
学
専
攻
で
は
、
国
立
大

学
法
人
の
看
護
系
大
学
院
と
し
て
博
士
前

期
課
程
に
お
い
て
、
わ
が
国
最
多
の
６
分

野
の
専
門
看
護
師
教
育
課
程
を
有
し
て
い

る
こ
と
が
第
一
の
特
徴
で
す
。
専
門
看
護

師
は
、
2
0
0
5
年
の
中
央
教
育
審
議
会

答
申
「
新
時
代
の
大
学
院
教
育
」
で
も
示

さ
れ
た
、
大
学
院
で
養
成
す
べ
き
高
度
専

門
職
業
人（
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）に
相
当

し
、
複
雑
化
す
る
医
療
現
場
で
質
の
高
い

看
護
ケ
ア
を
提
供
す
る
た
め
の
重
要
な
人

材
と
位
置
づ
け
ら
れ
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

多
く
の
専
門
看
護
師
教
育
課
程
履
修
者
を

輩
出
し
、
急
性
・
重
症
患
者
看
護
、
精
神

看
護
分
野
で
専
門
看
護
師
が
誕
生
し
て
い

ま
す
。
第
二
の
特
徴
と
し
て
、
平
成
17
年

度
の
「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
」
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
と
し
て
「
看
護
系
大
学
教
員
の

学
最
初
の
検
査
系
大
学
院
と
し
て
、
疾
患

の
診
断
精
度
の
向
上
に
繋
が
る
現
象
の
発

見
と
、
特
異
性
の
高
い
新
た
な
臨
床
検
査

法
を
目
指
し
た
診
断
シ
ス
テ
ム
の
構
築
お

よ
び
そ
の
た
め
の
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

主
な
テ
ー
マ
は
『
細
菌
感
染
の
制
御
と
診

断
法
の
開
発
』、『
新
し
い
脳
機
能
評
価
法

の
開
発
』、『
免
疫
疾
患
の
病
態
解
析
お
よ

び
臨
床
検
査
法
の
開
発
』、『
止
血
異
常
症

の
病
態
解
析
と
検
査
法
予
防
治
療
法
の
開

発
』
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
研
究

成
果
は
国
際
誌
に
多
数
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
大
学
院
修
了
者
は
病
院
検
査
部
な
ど

に
お
い
て
次
期
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

学
部
教
育

　

平
成
元
年
に
看
護
学
専
攻
と
検
査
技
術

学
専
攻
の
2
専
攻
を
有
す
る
保
健
衛
生
学

科
と
し
て
国
立
大
学
医
学
部
に
併
設
さ

れ
、
最
初
の
4
年
制
大
学
教
育
と
し
て
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
①
幅
広
い
教
養
と
豊
か

な
感
性
を
備
え
た
人
間
性
の
養
成
、
②
自

己
問
題
提
起
・
解
決
型
の
創
造
性
人
間
性

の
養
成
、
③
国
際
性
豊
か
な
世
界
に
通
じ

る
医
療
人
の
養
成
、
の
本
学
の
教
育
理
念

の
下
で
、
本
学
科
は
豊
か
な
教
養
と
高
い

倫
理
観
に
裏
付
け
ら
れ
た
医
療
人
と
し
て

の
感
性
を
有
し
、
自
ら
学
び
研
究
し
、
創

意
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
の
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
中
期
目
標
に
お
い

協定校（フィンランド・ヤイナヨキ応用科学大学）での研修

専門看護師（修了生・右）の指導を受ける大学院生

研
究
科
長

佐
藤 

健
次

大
学
院
教
育
と
研
究



大
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患
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学
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部
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体
材
料
工
学
研
究
所
と
の
共
同
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
本

研
究
部
と
研
究
所
の
新
た
な
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
セ
ン
シ
ン
グ
バ
イ
オ
ロ

ジ
ー
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
と
は
、
化
学

の
考
え
方
や
化
合
物
を
駆
使
し
て
生
命
現

象
の
解
明
と
そ
の
制
御
法
の
開
発
を
行
う

と
い
う
化
学
と
生
命
科
学
の
新
た
な
融
合

領
域
で
す
。
こ
の
領
域
は
、
こ
れ
ま
で
の

学
問
と
は
異
な
っ
た
方
法
論
に
よ
っ
て
生

命
現
象
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

生
命
科
学
・
医
学
の
飛
躍
的
な
発
展
が
期

待
で
き
る
と
と
も
に
、
化
合
物
を
用
い
た

研
究
を
展
開
す
る
た
め
に
、
治
療
薬
お
よ

び
可
視
化
プ
ロ
ー
ブ
を
含
む
診
断
薬
の
創

出
に
直
結
す

る
と
い
う
特

徴
を
持
ち
、

米
国
Ｎ
Ｉ
Ｈ

の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
５
本
柱

の
１
つ
と
し

て
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
研

究
部
で
は
、

平
成
15
年
の

設
置
の
際

に
、
我
が
国

課
題
解
決
型
研
究
等
の
推
進
の
採
択
を
受

け
て
「
網
羅
的
疾
患
分
子
病
態
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
構
築
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、

国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
等
と
共
同
し
て
、

統
合
的
医
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（iCO

D
: ht 

tp://om
ics.tm

d.ac.jp/
）を
構
築
し
、

２
０
０
８
年
よ
り
広
く
公
開
を
開
始
し
ま

し
た
。
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
遺
伝
子
や

た
ん
ぱ
く
質
な
ど
の
生
命
の
単
位
と
な
る

分
子
の
網
羅
的
情
報
と
し
て
の
ゲ
ノ
ム
、

プ
ロ
テ
オ
ー
ム
と
い
っ
た
オ
ミ
ッ
ク
ス
情

報
と
詳
細
な
臨
床
情
報
、
病
理
情
報
、
生

活
習
慣
な
ど
の
環
境
情
報
と
の
関
連
性
を

解
析
し
、
症
例
情
報
と
と
も
に
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
り
、
よ
り
分
解
能
・

予
測
性
の
高
い
診
断
、
治
療
法
の
選
択
を

可
能
と
す
る
個
別
化
医
療（
オ
ミ
ッ
ク
ス

医
療
）実
現
に
向
け
た
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ

ョ
ナ
ル
研
究
の
た
め
の
知
的
基
盤
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
り
ま
す（
図
２
）。

　

ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
を
背
景
に
平

成
19
年
10
月
に
オ
ミ
ッ
ク
ス
医
療
研
究
会

を
発
足
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
19
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
文
科
省
の
「
ラ
イ
フ
サ

イ
エ
ン
ス
分
野
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
統
合

化
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受
託
し
、
疾
患
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
が
託
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

統
合
的
医
療
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
オ
ミ
ッ
ク

ス
医
療
研
究
会
を
機
軸
と
し
、
オ
ミ
ッ
ク

ス
医
科
学
研
究
の
国
際
的
研
究
拠
点
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
３
研
究
部
門
の
有

機
的
な
連
携
を
図
っ
て
融
合
領
域
を
開
拓

す
る
と
と
も
に
、
医
療
系
総
合
大
学
で
あ

る
本
学
の
特
色
を
い
か
し
た
研
究
の
推
進

の
た
め
に
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ

ー
チ
を
指
向
し
た
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
研
究

と
オ
ミ
ッ
ク
ス
情
報
研
究
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
り
ポ
ス
ト
ゲ
ノ

ム
生
命
科
学
で
の
新
た
な
融
合
領
域
の
開

拓
と
と
も
に
、
創
薬
や
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
探

索
な
ど
医
療
や
産
学
連
携
に
貢
献
す
る
研

究
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
研
究
部
が
、
難
治
疾
患
研
究
所
お
よ

び
生
体
材
料
工
学
研
究
所
を
母
体
と
し
て

設
立
さ
れ
、
ま
た
、
規
模
の
小
さ
な
大
学

院
組
織
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、

本
研
究
部
と
難
治
疾
患
研
究
所
お
よ
び
生

で
最
初
の
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
分
野
を

置
き
、
ま
た
、
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
学

会
の
設
立
の
中
心
と
な
る
な
ど
、
我
が
国

に
お
け
る
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
の
教
育

研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
ま
し
た
。

　

ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
研
究
を
推
進

す
る
た
め
に
、
平
成
19
年
度
か
ら
特
別
教

育
研
究
経
費
「
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
推
進

基
盤
整
備
事
業
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
に
よ
り
、
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
数

万
個
の
化
合
物
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
置
や

化
合
物
の
構
造
と
活
性
情
報
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
を
行
う
な
ど
、
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ

ジ
ー
教
育
研
究
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
整
備
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

さ
ら
に
、
ポ
ス
ド
ク
の
配
置
や
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
研
究
経
費
の
配
分
を
重
点
的
に
行

う
こ
と
に
よ
り
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
化
合
物
を
用
い
た
生
命

科
学
研
究
や
創
薬
研
究
を
推
進
し
て
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、
種
々
の
疾
患
の

診
断
お
よ
び
治
療
に
役
立
つ
薬
剤
リ
ー
ド

化
合
物
の
同
定
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

産
学
連
携
等
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ゲ
ノ
ム
、
プ
ロ
テ
オ
ー
ム
な
ど
の
網
羅
的

分
子（
オ
ミ
ッ
ク
ス
）情
報
の
疾
患
理
解
・
臨

床
医
学
へ
の
応
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

情
報
医
科
学
セ
ン
タ
ー
と
共
同
し
て
、
平

成
17
年
度
に
科
学
技
術
振
興
調
整
費
重
要

備
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
平
成
19─

21
年
度
に
は
「
大

学
院
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採
択
を

受
け
て
「
国
際
産
学
リ
ン
ケ
ー
ジ
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
実
施
し
、
国
際
産
業
界
と
の
骨

太
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
構
築
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
大
学
院
で
培
わ
れ
た
高
度
な
研
究
能
力

と
語
学
力
を
、
国
際
社
会
の
現
場
で
活
用

で
き
る
総
合
的
実
践
力
ま
で
高
め
る
教
育

体
制
整
備
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
平
成
20─

22
年
度
に
は
、「
大
学

教
育
の
国
際
化
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
採

択
を
受
け
て
「
異
分
野
融
合
型
疾
患
生
命

科
学
教
育
の
海
外
研
修
」
と
「
異
分
野
融

合
型
疾
患
生
命
科
学
教
育
の
海
外
連
携
」

を
実
施
し
、
本
大
学
院
で
こ
れ
ま
で
推
進

し
て
き
た
連
携
大
学
院
制
度
と
教
育
の
国

際
化
を
、
国
境
を
越
え
て
展
開
し
、
欧
州
米

国
ア
ジ
ア
の
高
等
教
育
機
関
の
間
で
グ
ロ
ー

バ
ル
な
連
携
を
構
築
し
て
、
国
際
教
育
研
究

拠
点
形
成
へ
向
け
て
高
度
化
す
る
取
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
お
茶
の
水
女

子
大
学
と
共
同
受
託
で
あ
り
、
両
大
学
間
で

遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
教
育
資
源

の
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ハ
イ
デ

　

生
命
情
報
科
学
教
育
部
・
疾
患
生
命
科

学
研
究
部
は
、
本
学
の
2
研
究
所（
難
治

疾
患
研
究
所
、
生
体
材
料
工
学
研
究
所
）

を
母
体
と
し
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
生
命
科
学

の
教
育
と
研
究
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、

本
学
が
法
人
化
す
る
1
年
前
の
平
成
15
年

に
学
部
を
有
し
な
い
大
学
院
組
織
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。

　

教
育
と
研
究
に
関
す
る
責
任
と
意
思
決

定
の
権
限
を
分
離
す
る
た
め
、
本
大
学
院

は
発
足
時
よ
り
、
生
命
情
報
科
学
教
育
部

と
疾
患
生
命
科
学
研
究
部
に
組
織
を
分

け
、
別
々
の
教
授
会
を
構
成
し
そ
れ
ぞ
れ

に
担
当
部
長
を
配
置
す
る
体
制
を
取
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
院
の
専
任
教
員

だ
け
で
な
く
、
広
く
本
学
教
員
の
兼
担
を

頂
き
、
さ
ら
に
大
学
外
の
官
民
の
先
端
的

研
究
所
と
連
携
大
学
院
を
構
成
し
、
幅
広

い
共
同
研
究
体
制
と
外
部
組
織
の
多
数
の

教
員
が
参
加
す
る
欧
米
型
のPhD

プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

生
命
情
報
科
学
教
育
部
で
は
、
進
展
の

著
し
い
生
命
情
報
の
理
解
を
基
礎
と
し

て
、
分
野
融
合
的
な
先
端
的
生
命
科
学
分

野
の
研
究
・
開
発
を
担
う
人
材
を
育
て
る

と
と
も
に
、
生
命
情
報
解
析
に
基
づ
く
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
身
に
付
け
実
践
的
問

題
解
決
能
力
を
有
す
る
人
材
の
養
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
大
学
院
教
育

の
国
際
化
、
産
学
連
携
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
度
以
降
は
大
学
院
教
育
の
国

際
化
を
目
指
し
、「
魅
力
あ
る
大
学
院
教

育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
採
択
を
受
け
て

「
生
命
情
報
科
学
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
し
、
英
語
に
よ
る
大
学
院
教

育
を
実
現
し
て
、
日
本
語
を
解
さ
な
い
学

生
も
支
障
な
く
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
院

教
育
を
受
け
日
本
の
大
学
院
でPhD
を

取
得
で
き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
こ
れ

に
加
え
て
国
費
留
学
生
の
優
先
枠
２
名
を

獲
得
し
、
さ
ら
に
理
化
学
研
究
所
と
共
同

で
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を
設
置
し
て
、
留
学
生
が
当
該

研
究
所
の
経
済
的
支
援
を
受
け
な
が
ら
本

大
学
院
でPhD

を
取
得
で
き
る
制
度
も
整

ル
ベ
ル
グ
大
学
な
ど
を
始
め
と
し
て
欧
米
中

の
有
名
大
学
と
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
制
度
の

確
立
に
向
け
て
協
議
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
ア
ジ
ア
５
大
学
、
欧
州
６
大
学
、

米
国
２
大
学
と
大
学
間
協
定
を
締
結
、
あ

る
い
は
締
結
の
手
続
き
を
進
行
中
で
、
中

国
医
科
大
学
を
始
め
協
定
校
か
ら
の
国
際

大
学
院
へ
の
入
学
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は
北
京
大
学
と
交

換
留
学
生
制
度
を
始
め
、
平
成
20
年
度
に

は
、
難
治
疾
患
研
究
所
と
共
同
で
国
際
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら

30
名
の
学
生
や
若
手
研
究
者
の
参
加
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
大
学
院
の
高
度
化
と
国

際
化
を
着
々
と
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
よ
り
科
学
技
術
振
興
調
整

費
新
興
分
野
人
材
養
成
の
採
択
を
受
け
て

「
バ
イ
オ
医
療
オ
ミ
ッ
ク
ス
情
報
学
人
材

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
し
て
お
り
、

加
速
度
的
に
蓄
積
し
て
い
る
生
物
医
学
情

報
の
計
算
機
処
理
技
術
を
武
器
に
、
疾
患

の
原
因
解
明
や
治
療
法
・
予
防
法
の
開
発

に
貢
献
し
、
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ

サ
ー
チ
に
お
け
る
科
学
的
根
拠
づ
く
り
を

推
進
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

疾
患
生
命
科
学
研
究
部
は
、生
命
科
学
、

化
学
、
情
報
学
を
柱
と
す
る
３
研
究
部
門

図1
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行
い
、
結
果
を
出
す
と
い
う
授
業
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
、
学
会
発
表
ま
で

こ
ぎ
つ
け
た
学
生
も
い
ま
し
た
。

　

人
文
社
会
系
の
科
目
で
も
、
従
来
の
受

動
的
な
授
業
だ
け
で
は
な
く
、
少
人
数
ク

ラ
ス
で
、
資
料
を
漁
り
、
そ
れ
を
噛
み
砕

い
て
よ
く
理
解
し
、
議
論
を
通
し
て
さ
ら

に
身
に
付
け
、
最
後
に
一
定
以
上
の
長
さ

の
文
章
に
ま
と
め
て
提
出
す
る
、
と
い
う

科
目
も
置
か
れ
ま
し
た
。
教
員
は
こ
の
過

程
に
参
加
し
た
り
、
あ
る
い
は
突
き
放
し

た
り
し
て
、
学
生
の
成
長
を
促
し
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
試
み
を
ま
と
め
て
「
医
歯

学
系
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
の
モ
デ
ル

の
形
成
─東
京
医
科
歯
科
大
学
に
お
け
る

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
の
高
度
化
─」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
で
出
し
た
概
算
要
求
事
項

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
教
養
部
に
と
っ
て

は
大
き
な
こ
と
で
し
た
。

　

法
人
化
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
東
京
藝
術
大

学
と
連
携
し
て
、「
彫
刻（
彫
塑
）
」
と
い

う
科
目
を
お
い
て
教
養
教
育
の
中
に
実
技

を
伴
う
科
目
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

豊
か
な
感
性
の
た
め
に
良
い
試
み
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
こ
の
科
目

を
元
に
し
て
歯
学
部
と
共
同
で
「
医
療
と

造
形
」
と
い
う
科
目
を
立
て
て
「
質
の
高

い
大
学
教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
申
請

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
藝
大
の

ど
は
学
生
の
負
担
で
す
。

　

2
0
0
6
年
夏
に
は
試
行
と
い
う
こ
と

で
、
医
学
科
男
子
学
生
2
年
生
2
名
、
3

年
生
1
名
、
5
年
生
1
名
、
歯
学
科
女
子

4
年
生
１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ベ
ル
リ

ン
自
由
大
学
で
語
学
コ
ー
ス
が
始
ま
る
前

に
、
4
日
間
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
ド
イ
ツ
語
で

生
活
す
る
実
地
訓
練
も
組
み
入
れ
ま
し

た
。小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、

学
生
た
ち
は
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た

と
感
じ
た
ら
し
く
、
そ
れ
以
降
は
希
望
者

が
多
く
、
選
抜
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
2
0
0
7
年
は
、
全
員
2
年

生
、
医
学
科
男
子
2
名
、
歯
学
科
女
子
2

名
、
看
護
学
専
攻
女
子
1
名
が
参
加
し
、

2
0
0
8
年
は
全
員
2
年
生
で
医
学
科
男

子
2
名
、女
子
1
名
、歯
学
科
男
子
1
名
、

検
査
技
術
学
専
攻
女
子
が
1
名
参
加
し
て

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
年
も
学
生
た
ち
は
と

て
も
感
動
し
て
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

英
語
科
で
も
今
年
か
ら
、
英
国
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
で
の
語
学
研
修（English Study 

in the U
K at Studio Cam

bridge

）を

導
入
し
、
す
で
に
多
く
の
学
生
た
ち
が
こ

の
夏
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
も
、
ま
だ
道

半
ば
と
い
う
感
じ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
遣
り

残
し
た
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
頑
張
ら
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

げ
る
授
業
か
ら
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ

ー
が
英
語
で
行
う
授
業
ま
で
、
き
め
細
か

い
ク
ラ
ス
分
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

自
然
系
科
目
で
は
、
学
生
が
高
校
で
履

修
し
て
こ
な
か
っ
た
理
科
の
科
目
を
補
う

た
め
に
「
入
門
コ
ー
ス
」
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
自
然
科
学
系
の
４
科
目（
数
学
、

物
理
学
、
化
学
、
生
物
学
）の
学
力
を
一

定
以
上
に
そ
ろ
え
る
た
め
に
、
学
力
を
認

定
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
進
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ク
ー

ル
へ
の
入
学
資
格
試
験
で
あ
る
M
C
A
T

の
日
本
版
を
想
定
し
て
、
教
養
教
育
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
を
定
め
よ
う
と
い
う
試
み
で

す
。
学
生
に
認
定
試
験
を
受
験
し
て
も
ら

っ
て
、そ
の
成
績
を
す
ぐ
さ
ま
分
析
し
て
、

一
定
の
レ
ベ
ル
に
達
し
な
か
っ
た
学
生
に

は
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
「
補
強
コ
ー
ス
」

を
受
講
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
学
生
に

機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
化
学
や
生
物
の

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
教
員

の
研
究
室
で
自
分
た
ち
が
考
え
た
実
験
を

卒
業
制
作
の
中
か
ら
何
点
か
作
品
を
選
定

し
て
借
り
受
け
、
国
府
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に

設
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
そ
の
一
点
の

写
真
を
載
せ
て
お
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

芸
術
作
品
に
触
れ
る
こ
と
も
、
豊
か
な
感

性
の
た
め
に
は
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　

教
養
部
で
は
第
二
外
国
語
も
学
び
ま
す

が
、
外
国
語
を
学
ぶ
目
的
は
、
単
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
と
し
て
の
言

語
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
に
は
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
異
な
る
文
化
、
世
界
観
、
思
想
に

触
れ
て
、自
分
自
身
の
世
界
観
、社
会
観
、

考
え
方
な
ど
、
視
野
を
広
く
す
る
の
が
も

う
一
つ
の
目
的
で
す
。

　

ド
イ
ツ
語
科
で
は
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
学

生
た
ち
に
、
ぜ
ひ
一
度
ド
イ
ツ
で
暮
ら
し

て
も
ら
い
、
様
々
な
経
験
を
し
て
も
ら
い

た
い
、
と
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
行
わ
れ

て
い
る
夏
季
語
学
集
中
講
座
に
学
生
を
参

加
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま

し
た
。
ド
イ
ツ
夏
季
語
学
研
修
は
、
教
養

部
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
5
人

の
学
生
を
選
抜
し
ま
す
。
大
学
で
の
コ
ー

ス
費
用
は
部
長
裁
量
経
費
で
カ
バ
ー
さ
れ

ま
す
が
、
渡
航
費
用
、
宿
泊
費
、
食
費
な

は
、
ず
い
ぶ
ん
と
長
い
時
間
、
教
授
会
で

議
論
し
ま
し
た
。時
間
的
な
制
約
も
あ
り
、

か
な
り
無
理
し
て
推
進
し
た
と
い
う
気
が

し
ま
す
が
、
教
育
、
研
究
、
そ
の
他（
学

内
運
営
）の
分
野
に
わ
た
っ
て
、
外
部
委

員
を
半
数
入
れ
て
評
価
専
門
委
員
会
を
置

き
、
そ
こ
で
の
評
価
を
受
け
て
業
績
審
査

委
員
会
が
評
価
書
を
書
く
と
い
う
仕
組
み

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
昨
年
度
に
評
価
を

受
け
た
准
教
授
か
ら
は
、『
研
究
、
教
育
、

そ
の
他（
学
内
運
営
）で
実
績
を
上
げ
な
い

と
再
任
さ
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
、

目
標
を
設
定
し
て
緊
張
感
を
も
っ
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
点
で
は
、
任

期
制
導
入
そ
の
も
の
は
一
定
の
効
果
が
あ

っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
「
教
育
」

が
業
績
評
価
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
は
、

教
育
負
担
の
重
い
我
々
に
と
っ
て
望
ま
し

い
状
況
と
も
言
え
ま
す
。』
と
い
う
率
直

な
感
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、『
法
人
化
後

の
４
年
間
は
非
常
に
慌
た
だ
し
く
、
短
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
は
こ
れ
で
良
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
で
取
り
組
む
余
裕
が
な
く
な
っ
た
こ
と

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。』
と
付
言
さ
れ
て

　

法
人
化
の
４
月
か
ら
教
養
部
長
を
務
め

て
い
ま
す
が
、
最
初
に
考
え
た
こ
と
は
、

教
養
部
を
組
織
と
し
て
ど
の
よ
う
に
管

理
・
運
営
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
教
育
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、
教
養

部
の
組
織
を
適
切
に
動
か
す
た
め
に
は
、

教
養
部
の
組
織
全
体
を
把
握
し
、
目
が
行

き
届
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
の
大
学

は
、
よ
く
言
え
ば
学
問
の
自
由
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
が
自
由
な
立
場
で
研
究

を
行
い
、
そ
れ
を
教
育
に
反
映
さ
せ
る
と

い
う
感
じ
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
大
学
の
理
念

が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
、
教
養
部
も
大
学
が

設
定
し
て
い
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
理
念
で
、
ど
の
よ
う
な

教
育
を
行
う
か
を
語
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
最
初
に
教
授
会
で
教
養
部
の

理
念
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
定
め
ま
し
た
。（
１
）市
民
社
会
の
一
員

と
し
て
の
自
覚
と
そ
こ
で
生
き
る
た
め
の

能
力
、（
２
）科
学
的
に
考
え
、
理
解
し
、

学
ぶ
能
力
、（
３
）コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
必
要
な
技
術
と
能
力
、（
４
）専
門
教
育

に
必
要
な
基
礎
学
力
や
思
考
能
力
、技
術
、

を
そ
れ
ぞ
れ
学
生
に
獲
得
さ
せ
る
こ
と
が

教
養
部
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
運
営
体
制
を
整
え
る

た
め
に
運
営
委
員
会
を
置
き
、
様
々
な
委

員
会
も
整
理
を
し
て
運
営
委
員
会
の
下
に

お
き
、
教
養
部
長
は
運
営
委
員
会
委
員
長

と
し
て
情
報
を
集
約
し
、
全
体
を
把
握
し

て
適
切
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

そ
う
で
す
ね
、
法
人
化
の
前
は
「
自
由

な
競
争
が
で
き
、
お
金
の
使
い
方
も
自
由

に
な
る
」
と
軽
く
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、
実
際
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
で
手
一

杯
だ
っ
た
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

　

た
と
え
ば
法
人
化
に
伴
っ
て
任
期
制
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
業
績
評
価
の
仕
組
み

を
ど
の
よ
う
に
作
る
か
と
い
う
こ
と
で

い
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
立
て
ら
れ
る

か
、
ず
い
ぶ
ん
議
論
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
は
一
部
局
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
連
続
性
が
あ
る
こ
と
な
の
で
、
満

足
の
い
く
形
で
達
成
で
き
た
と
は
い
え
ま

せ
ん
。
特
に
教
養
部
は
全
学
共
通
教
育
を

担
当
し
ま
す
が
、
医
学
部
医
学
科
、
保
健

衛
生
学
科
看
護
学
専
攻
、
同
検
査
技
術
学

専
攻
、
歯
学
部
歯
学
科
、
口
腔
保
健
学
科

と
５
つ
の
学
科
専
攻
の
学
生
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
異
な
る
入
学
試
験
科

目
を
受
験
し
て
合
格
し
、
入
学
し
て
く
る

わ
け
で
す
か
ら
、
学
力
や
興
味
の
幅
が
と

て
も
広
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
そ
れ

ぞ
れ
の
学
科
専
攻
の
求
め
る
一
定
以
上
の

学
力
に
そ
ろ
え
て
専
門
課
程
に
進
ま
せ
る

の
で
す
か
ら
、
か
な
り
大
変
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
英
語
科
で
は
、
入
学
時
に
お

こ
な
う
T
O
E
F
L
の
結
果
で
学
年
全
体

の
ク
ラ
ス
分
け
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

法
人
化
後
か
ら
は
、
全
学
共
通
教
育
を
１

年
間
履
修
す
る
学
科（
看
護
・
検
査
・
口
腔
）

と
２
年
間
履
修
す
る
学
科（
医
・
歯
）の
２

グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
別
々
に
ク
ラ
ス
分
け

を
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
よ
り
適
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る
た
め
で
す
。
英
語
の
基
礎
学
力
を
上

トシノカラス（作・鈴木貴雄　御影石）

法
人
化
し
て
４
年
た
ち
ま
し
た
が
、

当
初
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
し
た
か
。

た
く
さ
ん
や
る
こ
と
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
。

肝
心
な
教
育
面
で
は
ど
う
変
わ
り

ま
し
た
か
。

そ
れ
で
ど
う
さ
れ
た
の
で
す
か
。

こ
れ
以
外
に
何
か
特
記
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
に
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

い
ろ
い
ろ
と
試
み
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
問
題
が
残
っ
て
い
ま
す
か
。

（上）ベルリンのクラス（07年）
（下）リンダ－ホーフ城にて（07年）
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研
究
活
動
に
係
る
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
柔
軟
で
機
動
的
か
つ
効
率
的
な

研
究
実
施
体
制
及
び
研
究
支
援
・
推
進
体

制
を
整
備
し
、
研
究
活
動
の
活
性
化
に
資

す
る
と
と
も
に
、国
際
的
視
野
に
立
脚
し
、

医
学
、
歯
学
、
薬
学
、
理
工
学
の
融
合
領

域
に
お
い
て
知
的
創
造
連
環
を
形
成
し
な

が
ら
質
の
高
い
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
国
内
外
の
研
究
組
織

と
の
研
究
連
携
及
び
産
学
連
携
の
強
化
、

競
争
的
研
究
資
金
の
積
極
的
獲
得
、
海
外

か
ら
の
研
究
者
招
聘
を
含
め
た
研
究
ス
タ

ッ
フ
の
充
実
、
国
際
研
究
拠
点
形
成
の
た

め
の
体
制
の
構
築
並
び
に
海
外
の
権
威
あ

る
諸
大
学
と
の
連
携
強
化
な
ど
を
通
じ
て

国
際
競
争
力
の
強
い
研
究
組
織
を
構
築

し
、
こ
れ
ら
を
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
本
研
究
所
の
使
命
を
全
う
す
べ

く
所
員
が
一
丸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

教
員
の
研
究
活
動
評
価
、
自
己
点
検
並

び
に
外
部
評
価
制
度
の
構
築
、
評
価
委
員

会
、
諮
問
委
員
会
並
び
に
専
門
委
員
会
に

よ
る
当
該
制
度
の
運
用
、
そ
の
結
果
に
基

づ
く
、
人
的
資
源
を
含
む
研
究
資
源
の
傾

斜
配
分（
70
〜
１
３
０
％
）の
実
施
、
既
存

の
部
門
や
分
野
に
と
ら
わ
れ
ず
、
研
究
者

を
機
動
的
か
つ
適
切
に
活
用
で
き
る
マ
ル

チ
フ
ァ
セ
ッ
ト
研
究
体
制（
部
門
・
分
野

横
断
型
研
究
体
制
）の
構
築
、
共
同
機
器

室
の
整
備
、
設
備
の
共
用
化
、
先
端
設
備

の
導
入
、
既
存
実
験
室
の
改
修
と
新
し
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ラ
ボ
の
確
保
、
分
野
研
究

室
の
再
配
置
に
よ
る
研
究
の
効
率
化
、
卓

抜
し
た
若
手
人
材
の
新
規
採
用（
法
人
化

後
４
年
間
の
総
数
、
教
授
：
５
名
、
助
教

授
／
准
教
授
：
５
名
、
助
手
／
助
教
：
13

名
、
特
任
教
授
：
３
名
、
特
任
准
教
授
：

１
名
、
特
任
講
師
：
４
名
、
特
任
助
手
／

助
教
：
８
名
、博
士
研
究
員
：
12
名
）、学

生
の
海
外
武
者
修
行（
平
成
19
年
度
４
名
）

な
ど
の
諸
施
策
が
、
研
究
の
活
性
化
を
招

来
し
、
公
表
論
文
数
の
増
加
、
獲
得
研
究

資
金
の
増
加
、
産
学
連
携
の
広
範
化
・
緊

密
化
、
出
願
特
許
件
数
の
増
加
、
ラ
イ
セ

ン
ス
契
約
件
数
の
増
加
並
び
に
商
品
化
に

結
び
つ
く
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ドTurku

大
学
、
カ
ナ
ダ

M
ontreal

大
学
、
ス
イ
ス
連
邦
工
科
大

学
、
イ
ギ
リ
スCranfield

大
学
、
産
業

技
術
総
合
研
究
所
並
び
に
物
質
・
材
料
研

究
機
構
か
ら
客
員
教
授
を
招
聘
し
、
研
究

交
流
・
共
同
研
究
の
実
現
、
文
部
科
学
省

科
学
技
術
振
興
調
整
費
に
よ
り
招
聘
し
た

海
外
研
究
者
と
の
共
同
研
究
の
推
進
、
日

本
学
術
振
興
会
学
術
基
盤
形
成
事
業
に
よ

る
海
外
機
関
と
の
研
究
者
交
流（
平
成
17

年
〜
平
成
19
年
に
の
べ
30
件
）並
び
に
共

同
研
究
の
実
施
、
若
手
研
究
者
の
養
成
、

北
京
大
学
並
び
に
韓
国
慶
北
大
学
と
の
研

究
者
の
交
流
・
共
同
研
究
の
実
施
、
日
本

学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
制
度
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
及
び
ブ
ル
ガ
リ
ア
両
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
上
級
研
究
者
の
受
け
入

れ
は
、
何
れ
も
医
歯
工
共
同
研
究
の
推
進

に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
体
材
料
工
学
に
関
す

る
創
造
的
研
究
の
世
界
拠
点
形
成
に
大
き

く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
科
学
技
術
振
興
調

整
費
に
よ
る
新
興
分
野
人
材
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム 「
医
歯
工
連
携
に
よ
る
人
間
環
境
医

療
工
学
の
構
築
と
人
材
育
成
」（
平
成
17

年
度
〜
21
年
度
）を
推
進
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
29
名（
修
士
課
程
相
当
19
名
、
博

士
課
程
後
期
３
名
、
社
会
人
７
名
）が
所

定
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了
し
、
産
業
界

あ
る
い
は
研
究
機
関
へ
有
為
な
人
材
を
供

給
し
ま
し
た
。

　

社
会
的
に
要
請
の
高
い
重
点
領
域
と
し

て
、
下
記
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
す
な
わ

ち
、（
1
）先
端
医
療
へ
の
ナ
ノ
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
の
応
用
研
究
、（
2
）バ
イ
オ
イ

ン
ス
パ
イ
ア
ー
ド
・
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル

の
創
製
と
応
用
研
究
、（
3
）バ
イ
オ
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
先
端
医
療
へ

の
応
用
研
究
を
設
定
し
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

領
域（
1
）で
は
、
複
数
の
先
導
的
医
薬

候
補
化
合
物
を
発
見
し
ま
し
た
。
就
中
、

新
規
合
成
レ
チ
ノ
イ
ド
の
医
薬
品
化
に
成

功
し
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
に
よ
り
臨
床
適

応
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。
本
化
合
物
は

研
究
用
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
さ
れ
、
世

界
的
な
共
同
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

領
域（
2
）で
は
、
ベ
ク
ト
ル
材
料
の
提

唱
、
癌
免
疫
ワ
ク
チ
ン
療
法
に
対
す
る
新

規
抗
原
蛋
白
質
ナ
ノ
キ
ャ
リ
ア
の
開
発
に

成
功
し
、
臨
床
に
お
け
る
有
用
性
が
実
証

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

領
域（
3
）で
は
、
世
界
初
の
一
細
胞
操

作
に
よ
る
二
次
元
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
技

術
を
開
発
し
、
薬
効
・
安
全
性
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
目
指
し
た
新
規
オ
ン
チ
ッ
プ
・

セ
ロ
ミ
ク
ス
計
測
技
術
に
応
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
微
弱
な
電
界
情
報
に
よ
る
革
新

的
人
体
通
信
計
測
技
術
の
開
発
や
口
臭
成

分
を
簡
便
に
検
出
で
き
る
斬
新
な
口
臭
セ

ン
サ
ー
の
開
発
に
成
功
し
、
学
術
的
・
社

会
的
に
極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

生
体
材
料
工
学
研
究
所
は
、
医
学
、
歯

学
、
薬
学
、
理
工
学
と
の
融
合
的
学
際
領

域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
法
人
化
後
の

４
年
間
に
公
表
さ
れ
た
論
文
の
各
専
門
分

野
に
お
け
る
水
準
は
高
く
、
質
の
み
な
ら

ず
、
公
表
論
文
数
も
増
加
し
ま
し
た（
表

１
）。
発
信
し
た
研
究
成
果
の
一
部
は
、

N
ature M

edicine

（
２
０
０
４
年 

N
ew

s&
V

iew
s

）
、 N

ature-N
ew

s

（
２
０
０
５
年
）、
米
国ABC-N

EW
S

（
２
０
０
５
年
）並
び
にN

ew
sw

eek

誌

（
２
０
０
５
年
）に
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
、

極
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。ま
た
、

卓
抜
し
た
研
究
成
果
に
対
し
て
、
日
本
薬

学
会
創
薬
科
学
賞
、
日
本
バ
イ
オ
マ
テ
リ

ア
ル
学
会
賞
、JSAO
-G

rant

賞（
日
本

人
工
臓
器
学
会
）、
日
本
金
属
学
会
技
術

開
発
賞
、
日
本
高
分
子
学
会
奨
励
賞
、
日

本
無
機
リ
ン
化
学
会
学
術
賞
な

ど
法
人
化
後
の
４
年
間
で
58
の

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
法
人
化
後
４
年
間
の

学
会
発
表
総
数
は
１
９
６
８
報

で
あ
り
、
内
６
３
５
報
は
国
際

学
会
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

の
発
表
で
す
。
約
３
割
が
国
際

学
会
等
に
お
け
る
発
表
で
あ
る

こ
と
は
、
英
文
論
文
発
表
と
同

様
、
研
究
成
果
を
国
際
的
に
発

信
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す（
表
１
）。

　

科
学
技
術
振
興
事
業
団
「CR 

EST

」（
２
件
）、「
革
新
技
術
開

発
研
究
事
業
」、「
先
端
計
測
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

「
さ
き
が
け
研
究
」、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

技
術
総
合
開
発
機
構（N

ED
O

）「
健
康
安

心
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、「
若
手
研
究
助
成
」、神

奈
川
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
研
究
支
援
事

業
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
「
身
体
機
能

補
助
・
代
替
研
究
事
業
」、ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン

ス
総
合
研
究
事
業
な
ど
が
採
択
さ
れ
、
大

型
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
、
民
間

財
団
等
に
よ
る
競
争
的
研
究
資
金
、
民
間

企
業
に
よ
る
研
究
助
成
金
な
ど
法
人
化
後

の
４
年
間
で
総
数
３
４
５
件
の
外
部
資
金

を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
部
科
学
省
特
別
教
育
研
究
経

費
「
ケ
ミ
カ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
推
進
基
盤

創
出
事
業
」（
生
体
材
料
工
学
研
究
所
を

含
む
四
部
局
連
携
事
業
、
平
成
19
〜
23
年

度
）が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ア
フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
ー
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
、
内
容
の
充
実
と
効
率
的
運

用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
特
別

教
育
研
究
経
費
「
セ
ン
シ
ン
グ
バ
イ
オ
ロ

ジ
ー
に
お
け
る
基
盤
技
術
の
戦
略
的
推
進

事
業
」（
生
体
材
料
工
学
研
究
所
を
含
む

四
部
局
連
携
事
業
、
平
成
20
〜
24
年
度
）

が
採
択
さ
れ
、
新
し
い
学
問
領
域
の
確
立

に
向
け
て
始
動
し
て
い
ま
す
。

　

外
部
資
金
の
獲
得
状
況
つ
い
て
も
、
法

人
化
前
４
年
間（
５
１
９
，４
１
０
千
円
／

２
１
４
件
）に
比
較
し
、
法
人
化
後
の
４
年

間
で
は
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た（
１
，６ 

５
１
，２
５
７
千
円
／
３
４
５
件
）（
図
1
）。

　

国
内
企
業
で
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
）の
導
入
、
産
学
連

携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
各
種
産
学
交

流
展
示
会
へ
の
出
展
、
生
体
材
料
工
学
研

究
所
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発

信
を
通
し
て
産
学
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
法
人
化
後
、
企
業
と
の
共
同
研
究

及
び
受
託
研
究
件
数
は
増
加
し
４
年
間
の

総
数
が
81
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

特
許
の
出
願
件
数
は
法
人
化
後
の
４
年

間
で
93
件
、
特
許
取
得
数
は
７
件
に
の
ぼ

り
、
11
件
の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
が
締
結
さ

れ
ま
し
た
。
タ
ミ
バ
ロ
テ
ン（
前
骨
髄
球

性
白
血
病
治
療
薬
）並
び
に
ア
ル
ギ
ニ
ン

を
主
成
分
と
す
る
総
合
健
康
食
品
の
２
件

が
商
品
化
さ
れ
、
研
究
成
果
を
社
会
に
向

け
て
発
信
し
ま
し
た
。

　

生
体
材
料
工
学
研
究
所
は
、
生
体
材
料

工
学
に
関
す
る
世
界
の
研
究
拠
点
と
し
て
、

一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
世
界
に

冠
た
る
研
究
機
関
と
し
て
の
礎
を
一
層
強

固
に
し
、
若
く
て
優
秀
な
人
材
が
魅
力
を

感
じ
る
研
究
所
つ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
御
支
援
、
御
指
導
賜
り
ま
す

よ
う
宜
敷
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

特
色
あ
る
組
織
つ
く
り

国
内
外
連
携
強
化
と
人
材
養
成

重
点
領
域
研
究
の
推
進

研
究
業
績

競
争
的
研
究
資
金
の
獲
得

■表1　生体材料工学研究所の研究活動状況（平成16年度〜平成19年度）

論文発表状況

共同研究論文

学会発表状況

原著論文

論文総数

国内学会 国際学会 学会発表総数

1,333（68%） 635 （32 %） 1,968

国内共同研究論文

論文数 論文数／
論文総数

論文数／
論文総数論文数

国際共同研究論文

総説・著書等 本務教員数（のべ） 論文総数／
本務教員数

632 219 155 5.49

851 496 58.3％ 124 14.6％

共
同
研
究
、
受
託
研
究
の
推
進

0 A B C D E

1
2

3

4
5

金
額
（
億
円
）

6

法人化後の4年間（平成16年度～平成19年度）
法人化前の4年間（平成12年度～平成15年度） Ａ：科学研究費補助金

Ｂ：Ａ以外の競争的資金
Ｃ：共同研究
Ｄ：受託研究
Ｅ：寄付金

■図1　法人化前後の外部研究資金獲得状況

研
究
成
果
の
社
会
へ
の
発
信

お
わ
り
に

研
究
所
長

山
下 

仁
大

制
御
分
野
　
教
授

東
　 

洋

生
体
材
料
工
学
研
究
所

生
体
材
料
工
学
研
究
所
の
研
究
活
動
に
係
る
目
的
は
、
生
体
に
応
用
可
能
な
デ
バ
イ
ス
、
物
質
及
び
材
料
に
関
す
る
基
礎

並
び
に
応
用
研
究
を
展
開
し
、
緊
密
な
医
歯
工
連
携
の
も
と
生
体
材
料
工
学
に
関
す
る
創
造
的
研
究
の
世
界
拠
点
を
形
成
す

る
こ
と
、
ま
た
、
研
究
成
果
の
知
財
化
と
実
用
化
を
図
る
と
と
も
に
有
用
な
人
材
を
養
成
し
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。
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現
在
の
急
速
な
高
齢
化
は
、
治
療
の
困

難
な
疾
患
の
増
加
を
伴
っ
て
お
り
、
ま
た

複
合
的
な
側
面
を
持
つ
こ
と
で
、
さ
ら
に

治
療
の
困
難
性
は
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
本

研
究
所
に
お
い
て
は
、
医
学
部
な
ら
び
に

歯
学
部
の
臨
床
各
科
と
大
学
内
で
連
携
す

る
と
と
も
に
、
基
礎
研
究
室
お
よ
び
生
体

材
料
工
学
研
究
所
と
も
連
携
し
、
本
学
の

中
で
の
共
同
研
究
が
法
人
化
以
後
に
お
い

て
も
多
数
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学

院
と
し
て
は
医
歯
学
総
合
研
究
科
の
協
力

講
座
と
し
て
難
治
疾
患
研
究
所
の
多
く
の

分
野
が
大
学
院
生
の
教
育
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
学
術
博
士
、
医
学
博
士
を
養
成
す

る
疾
患
生
命
科
学
の
大
学
院
の
教
育
に
参

加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
大
学
院
研
究
教
育
の
基
盤
構

造
と
し
て
、
大
学
院
研
究
教
育
支
援
施
設

が
整
備
さ
れ
、
ゲ
ノ
ム
解
析
室
、
細
胞
プ

ロ
テ
オ
ー
ム
解
析
室
、
遺
伝
子
組
換
え
マ

ウ
ス
実
験
室
、
動
物
実
験
室
、
形
態
機
能

解
析
室
、
バ
イ
オ
リ
ソ
ー
ス
支
援
室
、
構

ら
び
に
東
京
外
国
語
大
学（
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
）と
本
学
の
生

体
材
料
工
学
研
究
所
を
合
わ
せ
た
8
つ
の

研
究
所
連
合
を
形
成
し
、
年
2
回
の
所
長

同
士
の
会
議
に
加
え
、
文
部
科
学
省
の
後

援
の
も
と
に
四
大
学
連
合
の
一
般
社
会
に

向
け
た
研
究
講
演
会
を
安
全
と
安
心
を
テ

ー
マ
に
開
催
、
毎
年
開
催
後
に
は
日
本
経

済
新
聞
社
に
よ
る
一
面
全
体
の
記
事
と
し

て
そ
の
発
表
内
容
が
日
本
全
国
に
向
け
て

報
道
さ
れ
て
い
る
。

　

難
治
疾
患
研
究
所
は
海
外
の
研
究
所
と

の
比
較
の
う
え
に
お
い
て
も
ト
ッ
プ
1
％

論
文
を
主
体
と
す
る
そ
の
研
究
実
績
で
は

ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
入
る
実
績
を
持
ち
、

特
に
研
究
内
容
の
う
え
で
は
世
界
的
な
ゲ

ノ
ム
解
析
技
術
や
シ
グ
ナ
ル
研
究
さ
ら
に

は
疾
患
の
遺
伝
子
や
ゲ
ノ
ム
・
エ
ピ
ゲ
ノ

ム
研
究
、ま
た
悪
性
腫
瘍
、生
活
習
慣
病
、

循
環
器
、
運
動
器
、
神
経
疾
患
の
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
の
先
端
的
な
研
究
が
進
展
し
て

い
る
。

 

上
述
の
如
く
、
法
人
化
後
の
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
着
実
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
常
に
将
来
に
向
け
た
我
が
国
の
難
治

疾
患
研
究
を
牽
引
し
、
ま
た
若
手
を
育
成

す
る
と
と
も
に
世
界
の
中
の
難
治
疾
患
研

究
の
拠
点
と
し
て
の
活
動
が
展
開
さ
れ
て

い
る
。

造
解
析
室
、
生
命
情
報
室
を
充
実
さ
せ
、

大
学
全
体
に
対
す
る
研
究
支
援
の
中
核
と

し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。
特
に

法
人
化
後
に
お
い
て
は
、
遺
伝
子
解
析
の

サ
ー
ビ
ス
は
学
内
L
A
N
を
使
用
し
て
、

全
学
に
向
け
て
行
っ
て
お
り
、
こ
の
受
付

数
は
年
間
7
万
2
千
件
に
お
よ
び
、
な
お

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
ま
た
質

量
分
析
な
ど
の
件
数
は
、
そ
の
多
く
が
医

学
部
、
歯
学
部
の
研
究
者
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
い
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
所
は
若
手
の
研
究
者
の
育
成
支

援
を
推
進
し
、
特
に
文
部
科
学
省
の
振
興

調
整
費
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
則
り
、
国
際
的
に

公
募
を
行
い
、
多
数
の
若
手
を
厳
選
し
て

採
用
し
、
そ
の
育
成
を
個
々
の
分
野
が
受

け
入
れ
先
と
な
り
、
研
究
所
全
体
の
若
手

に
対
す
る
教
育
や
支
援
と
併
せ
て
行
っ
て

い
る
。

　

国
際
的
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
は
じ

め
と
す
る
、
欧
米
先
進
国
の
研
究
所
と
の

協
定
を
結
び
、
こ
れ
を
生
か
し
た
人
事
交

流
を
行
う
と
と
も
に
、
本
研
究
所
の
3
つ

の
大
部
門
が
交
代
で
毎
年
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
若
手
の
招

聘
を
主
体
と
す
る
、
国
際
ス
ク
ー
ル
や
欧

米
各
国
の
先
進
的
な
研
究
者
の
招
聘
の
際

に
行
う
研
究
所
に
お
け
る
国
際
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
パ
ネ
ル
の
場
と
し
て
も
活
用
し
て

い
る
。
ま
た
本
研
究
所
に
お
い
て
は
、
国

内
の
著
名
な
科
学
者
の
先
生
方
に
諮
問
委

員
会
に
就
任
し
て
い
た
だ
き
、
毎
年
の
研

究
所
の
方
針
あ
る
い
は
業
績
に
対
す
る
評

価
と
次
の
目
標
に
向
け
た
計
画
の
作
成
に

役
立
て
て
い
る
。
本
研
究
所
は
文
部
科
学

省
の
全
国
の
国
立
大
学
の
評
価
の
実
施
に

際
し
て
も
、
共
通
の
評
価
に
先
立
っ
て
研

究
面
で
の
審
査
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

り
、
学
位
授
与
機
構
の
評
価
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
女
性
研
究
者
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
つ
い
て
も
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

る
。

　

難
治
疾
患
研
究
所
は
社
会
に
対
し
て
開

か
れ
た
研
究
所
と
し
て
、
毎
年
公
開
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
す
る
と
と
も
に
オ
ー
プ
ン
キ

ャ
ン
パ
ス
を
催
し
、
全
国
の
高
校
生
の
訪

問
を
受
け
、
ま
た
サ
イ
エ
ン
ス
教
育
の
一

助
と
し
て
、
文
部
科
学
省
の
指
定
す
る
ス

ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
生

徒
の
見
学
や
実
習
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
協
定
を
結
ぶ
四

大
学
連
合
の
仕
組
み
に
基
づ
き
、
東
京
工

業
大
学
の
4
つ
の
研
究
所（
資
源
化
学
研

究
所
、
精
密
工
学
研
究
所
、
応
用
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
研
究
所
、
原
子
炉
工
学
研
究
所
）

な
ら
び
に
一
ツ
橋
大
学（
経
済
研
究
所
）な
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「知のネットワークの形成」を
構築

世界の難治研究中核
形成の戦略を構築

世界中から俊英、
若い科学者が集まる

アジアや欧米諸国との
連携関係

優れた業績を有し
国際的に卓越した
科学者を招聘・集結

科学者や
技術者を輩出

「知の拠点」の形成 難治性疾患の克服の
ための研究

難治疾患研究所のビジョン

科学者に魅力のある研究、

国民に役に立つ研究を展開

国際シンポジウム

難治疾患研究所は毎年
秋に国際シンポジウム
を行っており、先端的
な難治疾患研究のト
ピックスについての発
表ならびに国際交流を
行い、さらに若手に向
けたコースを設定して
教育を推進している。

オープンキャンパス
難治疾患研究所ではオープンキャンパスを行い、一般の方の研
究施設の見学や高校生、大学生を対象とした研究所紹介を行っ
ている。

四大学連合文化講演会
難治疾患研究所では、四大学連合の附置研究所とともに社会に
研究を発信する活動の一環として講演会を行っている。特に安
全・安心をテーマとして先端的な研究のトピックスをわかりや
すく解説し、毎年日本経済新聞社により講演の記録が報道され
ている。

難
治
疾
患
研
究
所

難
治
疾
患
研
究
所
は
治
療
の
困
難
な
疾
患
を
課
題
と
し
、
厚
生
省
の
難
病
に
相
当
す
る
疾
患
の
み

な
ら
ず
、
現
在
我
が
国
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
悪
性
腫
瘍
、
脳
血
管
疾
患
、
循
環
器
疾
患
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
の
治
療
の
困
難
な
疾
患
の
対
象
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

研
究
所
長

野
田 

政
樹
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平
成
15
年
7
月
、文
部
科
学
省
は「
大
学

知
的
財
産
本
部
整
備
事
業
」実
施
機
関
を

発
表
し
た
。
整
備
事
業
に
は
全
国
の
国
公

私
立
大
学
、高
専
、大
学
共
同
利
用
機
関
か

ら
合
計
83
件
の
申
請
書
提
出
が
あ
り
、
そ

の
中
で
34
件
が
採
択
さ
れ
、医
歯
学
系
大

学
と
し
て
は
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
み
が

採
択
さ
れ
た
。

　

本
学
が
取
り
組
む
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
は
、国
民
の
健
康
福
祉
と
い
う
面
で
、国
と

し
て
重
要
な
分
野
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
の
技
術
移
転
状
況
は
米
国
に
較
べ
て
劣
っ

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
特
化
し
た
本
学

シ
ー
ズ
の
技
術
移
転
の
重
要
性
は
、衆
目
の

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
期
待
は
極

め
て
大
き
い
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

本
学
で
は
平
成
15
年
3
月
に
、知
的
財

産
基
本
ポ
リ
シ
ー
を
作
成
・
制
定
し
、「
大

学
知
的
財
産
本
部
整
備
事
業
」採
択
後
の

9
月
に
、直
ち
に
知
的
財
産
本
部
を
組
織

と
し
て
立
上
げ
、本
学
の
産
学
連
携
業
務

を
集
約
し
、知
的
創
造
成
果
の
権
利
化
と

社
会
的
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、医
歯
学

及
び
バ
イ
オ
領
域
に
特
化
し
た
独
自
の
組

織
整
備
に
着
手
し
た
。

　

知
的
財
産
本
部
設
立
の
目
的
は
、「
大
学

等
に
お
け
る
医
療
、バ
イ
オ
分
野
に
お
け
る

知
的
創
造
活
動
の
成
果
を
、特
許
な
ど
知
的

所
有
権
の
形
で
積
極
的
に
権
利
化
し
、効
果

的
に
社
会
に
還
元
・
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、革
新
的
治
療
技
術
等
の
普
及
に
よ
る
社

会
貢
献
を
目
指
す
」こ
と
で
あ
る
。

　

平
成
16
年
4
月
、本
学
が
国
立
大
学
法

人
化
す
る
と
同
時
に
、職
務
発
明
規
則
を

整
備
し
、本
学
研
究
者
の
発
明
は
原
則
と

し
て
大
学
帰
属
と
し
た
。
平
成
16
年
8
月

に
は
知
的
財
産
本
部
内
に
技
術
移
転
セ
ン

タ
ー
を
立
上
げ
、技
術
移
転
活
動
の
本
格

稼
動
体
制
に
入
っ
た
。
知
的
財
産
本
部
で

は
特
許
出
願
、技
術
移
転
業
務
の
他
に
各

種
知
財
関
連
契
約（
共
同
研
究
、M
T
A

等
）支
援
業
務
、人
材
育
成
、講
演
会
開
催

等
を
行
っ
て
い
る
。

　

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
技
術
移
転

は
国
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
広
く
海
外
で

展
開
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、平

成
19
年
4
月
か
ら
は
文
部
科
学
省
の
助
成

金
を
得
て
知
財
本
部
内
に
国
際
産
学
官
連

携
部
門
を
立
上
げ
、国
際
的
な
産
学
官
連

携
活
動
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
実
績
よ

り「
大
学
知
的
財
産
本
部
整
備
事
業
」の
5

ヵ
年
が
終
了
し
た
後
の
平
成
20
年
度
か
ら

は
文
部
科
学
省
の
産
学
官
連
携
戦
略
展
開

事
業
の
国
際
事
業
部
門
に
採
択
さ
れ
た
。

　

本
学
の
職
務
発
明
規
則
で
は
、本
学
職

員
の
発
明
は
原
則
と
し
て
大
学
帰
属
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、教
職
員
が
発
明
を
行

っ
た
場
合
は
、速
や
か
に
知
的
財
産
本
部

に
届
出
を
行
う
。
届
出
の
あ
っ
た
発
明
は

知
財
本
部
内
で
検
討
し
、市
場
性
・
特
許

性
の
観
点
か
ら
承
継
を
判
断
し
て
い
る
。

例
え
ば
、発
明
に
新
規
性
が
あ
っ
て
も
公

知
技
術
か
ら
容
易
想
到
と
み
ら
れ
る
発
明

で
特
許
化
が
難
し
い
場
合
や
、事
業
化
が

困
難
、あ
る
い
は
事
業
化
し
て
も
市
場
性

が
小
さ
い
場
合
に
は
大
学
帰
属
と
は
せ
ず
、

そ
の
権
利
を
発
明
者
に
お
返
し
す
る
こ
と

も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
決
定
は
、発
明
帰
属

会
議
に
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

出
願
に
付
随
す
る
補
償
金
関
係
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　

平
成
15
年
度
の
大
学
か
ら
の
出
願
件
数

は
０
で
あ
っ
た
が
、国
立
大
学
法
人
化
後
の

平
成
16
年
度
は
国
内
出
願
が
37
件
、以
降
毎

年
60
〜
70
件
の
出
願
件
数
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、外
国
出
願
は
、平
成
19
年
度
に
急

増
し
て
い
る
。
平
成
16
年
に
国
内
出
願
し
た

案
件
が
、国
内
出
願
か
ら
30
ヵ
月
経
過
し
た

外
国
特
許
出
願
期
限
に
達
し
た
た
め
で
あ

る
。
今
後
は
、国
内
出
願
の
推
移
に
合
わ
せ

た
形
で
推
移
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
図
1
）

　

知
的
財
産
本
部
の
組
織
整
備
に
加
え

て
、医
歯
学
系
に
特
化
し
た
大
学
と
し
て
、

科
学
技
術
振
興
調
整
費
の「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
分
野
知
財
評
価
員
養
成
制
度
」を
受
託

し
て
平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
た
。
学
内

外
の
人
材
を
対
象
に
、人
材
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
大
学
院
疾
患
生
命
科
学
研
究
部
等
の

協
力
を
得
て
開
講
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
講
義
と
演
習
、
パ
テ
ン

ト
講
義
、
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
講
義
・
演
習

で
構
成
さ
れ
、他
に
無
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

る
た
め
好
評
を
博
し
、毎
年
定
員
の
２
〜
５

倍
の
応
募
者
が
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

受
講
生
は
5
年
間
で
1
8
0
名
を
超
え
、修

了
し
た
人
材
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

知
財
の
専
門
家
と
し
て
特
許
出
願
業
務
や

技
術
移
転
業
務
の
多
岐
に
わ
た
る
分
野
で

活
躍
し
て
い
る
。

　

ま
た
、本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
礎
講
座
終
了

者
で
、優
秀
な
人
材
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
ロ

ー
ス
ク
ー
ル
の
東
京
医
科
歯
科
大
オ
リ
ジ

ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
2
週
間
程
度
の

夏
期
研
修
や
、米
国
法
律
事
務
所
で
約
1
ヶ

月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
O
J
T
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
人
材
養
成
に
加
え
、知
的
財
産

本
部
内
で
評
価
担
当
技
術
員
制
度
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
O
J
T
も
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。
彼
ら
は
特
許
調
査
や
特

許
マ
ッ
プ
作
成
、
あ
る
い
は
知
的
財
産
本

部
の
機
関
紙「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ポ
ー

ト
」編
集
な
ど
の
業
務
を
実
地
に
経
験
し
、

人
材
養
成
お
よ
び
知
的
財
産
本
部
の
戦
力

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
評
価
担
当
技
術

員
は
、本
学
の
大
学
院
生
を
対
象
と
し
、4

年
間
で
30
名
ほ
ど
の
経
験
者
を
輩
出
し
て

い
る
。
ま
た
、部
内
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
は
平
成
18
年
度
に
1
名
、平
成
20
年
度
は

2
名
が
在
籍
し
、特
許
調
査
を
中
心
に
知
財

本
部
業
務
を
経
験
し
て
い
る
。

　

特
許
出
願
し
た
案
件
は
、大
学
の
場
合
、

技
術
移
転
し
て
初
め
て
研
究
開
発
の
成
果

と
な
る
。
そ
の
た
め
、知
的
財
産
本
部
で
は

技
術
移
転
関
連
イ
ベ
ン
ト
ヘ
本
学
シ
ー
ズ
を

出
展
し
、
P
R
し
て
い
る
。
大
学
産
学
官
連

携
を
目
的
と
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ジ
ャ
パ

ン
へ
は
、平
成
16
年
の
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら

毎
年
出
展
し
て
い
る
。
ま
た
、平
成
18
年
よ

り
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
技
術
に
集
約
し
た
国

際
バ
イ
オ
E
X
P
O
、平
成
19
年
か
ら
は
欧

州
で
の
バ
イ
オ
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
展
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
出
展
は
、技
術
移
転
の
み
な

ら
ず
、共
同
研
究
・
受
託
研
究
・
寄
附
講
座

な
ど
の
呼
び
水
効
果
と
な
り
、企
業
へ
本
学

技
術
を
認
識
い
た
だ
く
と
い
う
点
で
大
き

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　

知
的
財
産
本
部
で
は
、大
学
知
的
財
産
本

部
整
備
事
業
な
ら
び
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
知
財
評
価
員
養
成
事
業
の一環
と
し
て
、毎

年
2
0
0
名
程
度
の
講
演
会
を
４
〜
5
回
、

お
よ
び
4
0
0
名
程
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、日
本
国
内
お
よ
び

欧
米
・
ア
ジ
ア
の
著
名
人
を
招
聘
し
て
、最
新

の
話
題
を
提
供
す
る
こ
と
で
、本
学
の
み
な
ら

ず
広
く
関
係
者
に
周
知
す
べ
く
、社
会
貢
献

も
兼
ね
て
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、平
成
19
年

度
は
大
学
知
財
本
部
整
備
事
業
の
最
終
年

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、大
学
知
財
本
部
の
研

修
会
や
、医
歯
学
系
の
ハ
ブ
機
関
と
し
て
、

全
国
医
学
系
大
学
等
54
機
関
が
一
堂
に
会

し
て
の
意
見
交
換
会
も
主
催
し
た
。
ま
た
、

平
成
20
年
度
も
海
外
T
L
O
の
ト
ッ
プ
を

招
き
、日
本
の
国
際
産
学
連
携
の
あ
る
べ
き

姿
を
探
る
研
修
会
を
企
画
し
て
い
る
。

　

前
述
の
出
願
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
ラ
イ

セ
ン
ス
契
約
も
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
今

後
、特
許
保
有
件
数
は
蓄
積
さ
れ
、出
願
し
た

技
術
が
時
を
経
て
花
開
く
こ
と
に
な
る
の

で
、出
願
数
の
増
加
以
上
に
ラ
イ
セ
ン
ス
収

入
は
増
加
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、共
同
研
究
費
や
受
託
研
究
費
の
収
入
も

着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
平
成
19
年
度
は
、

そ
れ
ぞ
れ
平
成
15
年
度
の
3
倍（
共
同
研
究

費
、2
億
円
）、
5.
4
倍（
受
託
研
究
費
、

7
億
円
）と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
増
加
傾
向
は

平
成
20
年
度
も
続
い
て
お
り
、国
、企
業
の
本

学
に
寄
せ
る
期
待
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
は
、主
に
研
究

者
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、出
願
特
許

の
公
開
、各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
会
や
発

表
で
広
報
す
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実
し
た
連

携
や
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
契
約
の
一
助
と
な
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。（
図
2
）

　

平
成
19
年
度
に
5
カ
年
の
知
的
財
産
本

部
整
備
事
業
が
終
了
し
、平
成
20
年
度
か
ら

5
カ
年
で
、文
部
科
学
省
の
産
学
官
連
携
戦

略
展
開
事
業
が
始
ま
っ
た
。
本
学
は
、産
学

官
連
携
戦
略
展
開
事
業
の
う
ち
国
際
事
業

部
門（
16
機
関
）に
採
択
さ
れ
た
た
め
、今
後

は
海
外
の
大
学
や
技
術
移
転
機
関
と
も
連

携
し
、国
際
的
な
技
術
移
転
や
共
同
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
や
、発
展
途
上
国
へ
の
技

術
指
導
等
、本
学
に
相
応
し
い
国
際
連
携
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
、知
的
財
産
本
部
に

与
え
ら
れ
た
一つ
の
使
命
で
あ
る
と
の
認
識

で
、活
動
を
展
開
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

︹
出
願
補
償
金
︺

① 

特
許
出
願
：
1
出
願
に
つ
き
2
0,
0
0
0
円
。

② 

実
用
新
案
登
録
出
願
、意
匠
登
録
出
願
、商
標

登
録
出
願
：
1
出
願
に
つ
き
5,
0
0
0
円
。

③ 

外
国
出
願
：
国
数
は
問
わ
ず
、1
件
に
つ
き

1
0,
0
0
0
円
。

︹
登
録
補
償
金
︺

① 

特
許
登
録：1
出
願
に
つ
き
1
0,
0
0
0
円
。

② 

外
国
特
許
登
録　

国
数
は
問
わ
ず
、1
件
に

つ
き
5,
0
0
0
円
。

︹
実
施
補
償
金
︺

本
学
知
的
財
産
本
部
：
全
収
入
の
15
％
＋
必
要

経
費（
当
該
発
明
の
出
願
、維
持
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
に
係
っ
た
経
費
）

発
明
者
：
①
の
金
額
を
控
除
し
た
後
の
50
％

発
明
者
の
希
望
す
る
本
学
の
部
局
ま
た
は
分
野

等
：
①
の
金
額
を
控
除
し
た
後
の
30
％

本
学
本
部
：
①
の
金
額
を
控
除
し
た
後
の
20
％

■2 

職
務
発
明
規
則
に
つ
い
て

■3 

出
願
数
の
推
移

■4 

人
材
養
成
に
つ
い
て

■5 

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
展

■7 

ラ
イ
セ
ン
ス
収
入
、共
同
研
究
費
、
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あ
り
、
中
で
も
国
際
競
争
力
の
あ
る
卓
越

し
た
拠
点
形
成
は
若
手
研
究
者
の
育
成
機

能
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ブ
と
し
て

の
拠
点
の
両
者
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
針
は
国
と

し
て
の
方
針
に
加
え
、
経
済
、
財
政
改
革

の
基
本
方
針
に
お
い
て
も
盛
り
込
ま
れ
、

教
育
改
正
会
議
第
二
次
報
告
の
中
に
お
い

て
も
大
学
院
改
革
が
そ
の
方
針
と
し
て
示

さ
れ
て
い
る
如
く
、
多
方
面
か
ら
の
高
い

要
請
の
集
合
と
し
て
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

存
在
す
る
。
中
教
審
の
答
申
と
し
て
も
我

が
国
の
高
等
教
育
の
将
来
像
あ
る
い
は
新

時
代
の
大
学
院
教
育
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
平

成
17
年
4
月
お
よ
び
9
月
に
出
さ
れ
た
方

針
を
踏
ま
え
た
大
学
院
改
革
が
画
策
さ

れ
、
特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
博
士

課
程
大
学
院
生
に
対
す
る
経
済
的
支
援
で

あ
り
、
若
手
研
究
者
が
自
立
し
て
活
躍
で

き
る
機
会
を
与
え
る
な
ど
、
若
手
研
究
者

は
そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

整
備
の
促
進
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

上
記
の
よ
う
な
国
際
性
を
中
核
と
す
る

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
、
第
三
者

に
よ
る
公
平
か
つ
公
正
な
評
価
と
審
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
国
際
競
争
力
を
評
価

す
る
た
め
の
審
査
・
評
価
体
制
を
外
国
人

レ
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
審
査
を
導
入
し
て 

歯
と
骨
の
領
域
の
国
際
的
な
研
究
者
に
よ

る
英
文
資
料
に
基
づ
く
審
査
が
実
施
さ
れ

た
。

問
わ
ず
、
全
て
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
医
学
・
歯
学
の
領
域
に
お
い
て

は
さ
ら
に
そ
の
国
際
性
や
大
学
院
教
育
の

活
性
化
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

歯
と
骨
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
研
究
拠
点

は
、
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
お
け
る
臨
床
歯
学

の
田
上
教
授
のN

ature
論
文
を
は
じ
め

と
す
る
高
い
実
績
に
基
づ
き
、
新
た
な
国

際
性
の
高
い
、
実
力
の
あ
る
若
手
研
究
者

の
育
成
と
将
来
性
の
高
い
大
学
院
生
を
育

て
る
こ
と
を
主
体
に
構
築
し
て
い
る
。
平

成
20
年
度
採
択
に
あ
た
っ
て
は
、
本
G
Ｃ

Ｏ
Ｅ
拠
点
、「
歯
と
骨
の
分
子
疾
患
科
学

の
国
際
教
育
研
究
拠
点
―
デ
ン
ト
・
メ
ド

ミ
ク
ス
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ハ
ブ
―
」

は
、
医
学
系
の
14
課
題
の
中
で
2
課
題
の

重
点
拠
点
と
し
て
選
定
さ
れ
、
応
募
総
数

３
１
５
件
の
う
ち
、
医
学
・
工
学
・
文
科

系
、
学
際
領
域
を
含
め
て
採
用
さ
れ
た
全

68
件
の
採
択
課
題
の
中
で
も
最
高
額
の
予

算
の
交
付
を
受
け
、
本
学
に
対
す
る
期
待

の
大
き
さ
と
、
ま
た
こ
れ
に
応
え
る
努
力

を
す
る
べ
き
責
任
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
大
学
の
全
体
で
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
の
歯
と
骨
の
伝

統
あ
る
本
学
の
先
輩
方
と
現
在
の
強
力
な

研
究
陣
の
業
績
に
基
づ
き
、
新
し
い
領
域

を
開
き
つ
つ
、
未
来
の
指
導
者
を
養
成
す

る
場
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
今

後
の
展
開
が
望
ま
れ
て
い
る
。

な
教
育
研
究
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。

特
に
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
単
な
る
研
究
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
大
学
院
に
お
け
る

特
色
あ
る
学
問
分
野
の
改
革
や
世
界
最
高

水
準
の
優
れ
た
研
究
基
盤
、
ま
た
画
期
的

な
研
究
体
制
を
前
提
と
し
て
お
り
、
そ
の

う
え
に
高
度
な
研
究
能
力
を
有
す
る
人
材

育
成
機
能
を
持
つ
教
育
研
究
拠
点
を
形
成

す
る
多
角
的
な
中
核
拠
点
と
し
て
の
要
求

が
あ
る
。

本
拠
点
す
な
わ
ち
「
歯
と
骨
の
分
子
疾

患
科
学
の
国
際
教
育
研
究
拠
点
」
を
課
題

と
す
る
Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て

も
、
選
抜
し
た
若
手
研
究
者
や
大
学
院
生

を
重
点
的
に
教
育
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設

定
し
た
。
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
国

は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

４
７
０
億
円
を
設
定
し
、
こ
の
額
は
大
学

教
育
改
革
支
援
の
全
予
算
１
２
６
０
億
円

の
う
ち
3
分
の
1
を
超
え
る
予
算
に
相
当

す
る
。
即
ち
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
国
の
大

学
院
教
育
体
制
整
備
の
中
核
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
根
幹
と
し
て
の

考
え
方
に
は
、
高
度
な
人
材
養
成
の
中
核

を
担
う
機
関
と
し
て
の
国
際
的
に
魅
力
あ

る
大
学
院
作
り
こ
そ
が
国
家
社
会
を
左
右

す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が

基
本
的
に
は
資
源
に
乏
し
い
我
が
国
が

人
材
立
国
と
し
て
発
展
し
、
国
際
競
争
力

を
向
上
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
手
段
と
な
っ

て
お
り
、
医
学
に
お
い
て
も
学
術
の
急
速

な
発
展
に
よ
る
専
門
家
や
細
分
化
に
対
応

で
き
る
深
い
専
門
性
と
一
方
で
新
た
な
学

問
分
野
や
急
速
な
科
学
技
術
に
対
応
で
き

る
幅
広
い
応
用
力
を
持
つ
人
材
を
具
体
的

な
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
学
の

み
な
ら
ず
、
我
が
国
の
産
業
界
か
ら
も
高

度
な
専
門
的
な
知
識
と
企
画
力
を
持
ち
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
と
れ
る
即
戦
力
と
な

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き

な
側
面
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
大
学
院
教

育
が
量
的
な
点
や
制
度
の
点
で
の
柔
軟
化

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
一
方
で
徒
弟
制
度

的
な
教
育
が
な
お
主
流
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
産
業
界
を
始

め
と
す
る
よ
り
広
い
社
会
の
分
野
で
活
躍

す
る
人
材
の
養
成
機
能
に
つ
い
て
は
な
お

不
十
分
で
あ
る
と
の
評
価
が
存
在
す
る
。

本
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
歯
と
骨
の
教
育
研
究
拠
点
は

既
に
ア
ジ
ア
の
指
導
者
、
欧
米
の
一
流
研

究
室
で
の
研
究
者
を
輩
出
し
、
今
後
も
国

際
的
な
人
材
育
成
を
推
進
す
る
。

以
上
の
具
体
的
な
要
望
は
研
究
領
域
を

準
に
照
ら
し
て
、
必
ず
し
も
十
分
で
は
な

い
と
の
認
識
が
強
い
。
従
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ

ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
現
在
の
大
学
院
の
水
準
や
価
値

観
の
追
認
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
即
ち
、

今
後
も
厳
し
さ
を
増
す
国
際
情
勢
を
深
く

認
識
し
、
こ
れ
に
備
え
て
国
家
の
長
期
的

設
計
の
一
端
と
し
て
の
責
任
が
大
学
院
教

育
の
改
革
に
あ
た
る
も
の
の
任
務
と
し
て

あ
る
。歯
学
・
医
学
の
研
究
に
お
い
て
も
、

長
期
的
展
望
が
必
要
で
あ
る
点
か
ら
、
本

Ｇ
Ｃ
Ｏ
Ｅ
も
そ
の
点
を
重
視
し
て
歯
と
骨

の
医
学
研
究
教
育
を
推
進
す
る
事
を
歯
学

部
・
医
学
部
・
2
研
究
所
、
研
究
部
の
5

歯
と
骨
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
世
界
水
準
の
研
究
を
行
う
大
学

の
教
育
研
究
拠
点
に
対
し
て
、
高
度
な
人

材
育
成
機
能
を
加
え
た
重
点
支
援
を
行
う

こ
と
を
通
じ
、
世
界
最
高
水
準
の
大
学
作

り
の
推
進
が
目
標
と
さ
れ
て
い
る
。
過
去

の
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
、

重
点
的
な
財
政
支
援
の
結
果
、
教
育
面
で

一
定
の
改
善
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
一

定
の
評
価
が
下
さ
れ
た
が
、
一
方
で
大
学

院
教
育
事
態
の
現
状
は
な
お
先
進
国
の
水

部
局
が
一
体
と
な
っ
て
企
画
し
て
い
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
は
学
長
を

中
心
と
し
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
よ

る
指
導
力
の
も
と
、
大
学
の
特
徴
を
踏
ま

え
た
将
来
計
画
と
強
い
実
行
力
が
求
め
ら

れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
た
国
際
的
に
卓
越
し

た
教
育
研
究
拠
点
形
成
が
必
須
と
さ
れ
る
。

ま
た
5
年
間
の
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
支
援
事
業
の
終
了
後
に
も
、
ま

た
そ
の
終
了
の
際
に
は
国
際
的
に
卓
越
し

た
教
育
研
究
拠
点
と
し
て
の
よ
り
継
続
的

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
我
が
国
の
文

部
科
学
省
が
平
成
14
年
か
ら
行
っ
た
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
、
継
承
を
行
い
、
重
点
的

な
大
学
院
を
世
界
的
レ
ベ
ル
ま
で
高
め
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
つ
つ
、

大
学
院
教
育
研
究
機
能
の
一
層
の
充
実
評
価
を
図

り
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
基
盤
の
下
で
の
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
総
合
的
な
人
材
育
成
を
図
る
た
め

に
、
国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点
の
形
成

を
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
始
さ
れ
て
い

る
。
特
に
そ
の
重
点
は
国
際
的
な
競
争
力
の
あ
る

大
学
作
り
の
推
進
で
あ
る
。「
歯
と
骨
の
分
子
疾

患
科
学
の
国
際
教
育
研
究
拠
点

－

デ
ン
ト
・
メ
ド

ミ
ク
ス
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
ハ
ブ

－

」
を
タ
イ

ト
ル
と
す
る
本
拠
点
は
20
年
度
の
医
学
の
領
域
で

採
択
さ
れ
た
。

医歯学総合研究科
器官システム制御学系

野田 政樹教授

長
期
的
展
望
を
重
視
し
た

歯
と
骨
の
医
学
研
究
教
育
を
推
進

国
際
的
に
卓
越
し
た
教
育
研
究
拠
点

と
し
て
の
継
続
的
な
活
動
を
実
施

若
手
研
究
者
の
育
成
機
能
を
持
っ
た

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ブ

人
材
立
国
と
し
て
発
展
す
る
た
め
に

幅
広
い
応
用
力
を
持
つ
人
材
を
養
成

平
成
20
年
度
全
68
件
の

採
択
課
題
中
、最
高
額
の
予
算
交
付

COEから
グローバルCOE

歯と骨の分子疾患科学の国際教育研究拠
−デント・メドミクスのインテリジェンスハブ−
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け
る
日
本
の
フ
ッ
ト
ト
ー
ル
ド
で
す
。
野

口
研
に
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
教
員
が
常

駐
し
て
ガ
ー
ナ
人
研
究
者
と
と
も
に
研
究

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
が
西
ア
フ
リ

カ
地
域
の
感
染
症
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
共
有
で
き
、
病
原
体
の
入
手
も
確
実
に

行
う
体
制
が
と
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
面
の
研
究
課
題
は
何
か
？

　

野
口
研
拠
点
に
は
東
京
医
科
歯
科
大
学

か
ら
ウ
イ
ル
ス
学
の
石
川
晃
一
特
任
教
授

と
寄
生
虫
学
の
鈴
木
高
史
特
任
准
教
授
の

２
名
を
派
遣
し
て
研
究
を
開
始
し
ま
す
。

　

ガ
ー
ナ
を
含
む
西
ア
フ
リ
カ
で
は
ど
の

よ
う
な
感
染
症
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
一
般
に
ア
フ
リ
カ
で
は
エ

イ
ズ
、
結
核
、
マ
ラ
リ
ア
が
重
大
な
健
康

被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
が
、
広
い
ア

フ
リ
カ
大
陸
で
共
通
の
事
態
で
あ
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ー
ナ
で
は
国
民
の

1
-2
％
程
度
が
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
で
す
が
、
西
ア
フ
リ
カ
に
は
特
有
の
ウ

イ
ル
ス
株
が
あ
り
ま
す
。
国
家
計
画
に
基

づ
い
て
エ
イ
ズ
治
療
も
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
耐
性
ウ
イ
ル
ス
株
の
出
現
も
懸
念

さ
れ
ま
す
。（
写
真
3
）ウ
イ
ル
ス
感
染
症

で
は
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
黄
熱
、
エ
ボ

ラ
出
血
熱
な
ど
の
出
血
熱
が
こ
の
地
域
で

問
題
で
す
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ア
フ

リ
カ
全
土
の
拡
大
が
地
球
規
模
に
甚
大
な

影
響
を
起
こ
す
事
が
予
想
さ
れ
、
西
ア
フ

と
情
報
交
換
し
な
が
ら
対
策
の
効
率
化
を

図
る
事
が
望
ま
れ
、
地
球
の
温
暖
化
に
よ

り
日
本
も
近
い
将
来
、
マ
ラ
リ
ア
流
行
地

に
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
共
有
す
べ
き

情
報
で
す
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
日
本
に
有

益
な
情
報
と
な
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
野
口
研
拠
点
は
、

日
本
の
感
染
症
研
究
に
も
大
き
な
貢
献
を

行
う
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
最
初
に
述
べ

た
よ
う
に
、
今
日
の
感
染
症
研
究
で
は
海

外
展
開
が
不
可
欠
で
す
。
病
原
体
に
は
国

境
は
な
く
、
移
動
に
パ
ス
ポ
ー
ト
は
不
要

で
す
。
そ
れ
だ
け
に
私
た
ち
感
染
症
研
究

に
携
わ
る
人
間
が
国
境
を
越
え
て
研
究
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

西
ア
フ
リ
カ
で
な
い
と
得
ら
れ
な
い
病
原

体
や
感
染
者
試
料
を
研
究
す
る
た
め
に
は

野
口
研
拠
点
が
絶
対
に
必
要
で
す
。

　

研
究
の
推
進
だ
け
で
な
く
、
海
外
拠
点

は
こ
れ
か
ら
の
感
染
症
研
究
者
の
人
材
開

発
に
も
大
き
な
貢
献
が
出
来
ま
す
。
西
ア

フ
リ
カ
の
感
染
症
研
究
を
志
す
日
本
の
若

い
研
究
者
に
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
学
が

窓
口
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
人
材
交
流
と

教
育
の
場
を
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
研
究
や
教
育
の
交
流
を
通
じ

て
、得
ら
れ
る
成
果
は
積
極
的
に
発
信
し
、

日
本
国
民
の
健
康
・
福
祉
に
貢
献
す
る
拠

点
活
動
と
な
る
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

が
作
ら
れ
ま
し
た

　

新
興
感
染
症
と
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
で

出
現
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
の
答
え
は

不
明
で
す
が
、
言
え
る
こ
と
は
新
興
感
染

症
の
多
く
が
野
生
動
物
と
関
係
し
て
い
る

こ
と
で
す
。ラ
ッ
サ
熱
、エ
ボ
ラ
出
血
熱
、

マ
ー
ル
ブ
ル
グ
病
な
ど
は
本
来
野
生
動
物

の
感
染
症
で
し
た
。
野
生
動
物
と
ヒ
ト
が

密
接
に
接
触
す
る
環
境
こ
そ
が
新
興
感
染

症
の
火
薬
庫
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
の

で
す
。
そ
の
環
境
は
ア
フ
リ
カ
に
ご
く
普

通
に
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
興
感
染
症
が
発
生
し
た
時
に
帰
趨
を

決
す
る
の
は
情
報
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
ア

フ
リ
カ
で
は
そ
の
情
報
の
質
と
量
と
も
整

備
が
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
西

ア
フ
リ
カ
で
も
事
態
の
改
善
は
危
急
の
課

題
で
あ
り
、
そ
の
事
こ
そ
私
た
ち
の
野
口

研
拠
点
の
最
大
の
事
業
目
標
で
す
。
ア
フ

リ
カ
全
土
で
も
日
本
と
太
い
パ
イ
プ
を
持

つ
医
学
研
究
機
関
は
ご
く
限
ら
れ
て
お
り
、

野
口
研
は
間
違
い
な
く
西
ア
フ
リ
カ
に
お

リ
カ
で
も
監
視
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

西
ア
フ
リ
カ
は
寄
生
虫
病
の
宝
庫
で
も

あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
や
住
血
吸
虫

病
は
今
日
で
も
流
行
が
続
い
て
お
り
、
マ

ラ
リ
ア
は
ガ
ー
ナ
の
病
院
で
小
児
受
診
者

の
原
因
と
し
て
最
大
の
病
気
で
す
。
マ
ラ

リ
ア
も
薬
剤
耐
性
の
進
行
が
深
刻
で
あ
り
、

さ
ら
に
西
ア
フ
リ
カ
で
は
睡
眠
病
と
い
う

危
険
な
寄
生
虫
病
が
あ
り
、
感
染
す
る
と

治
療
薬
が
な
い
た
め
死
亡
す
る
確
率
が
非

常
に
高
い
事
が
問
題
で
す
。
日
本
で
は
こ
の

病
気
に
高
い
効
果
を
示
す
薬
剤
開
発
が
進
ん

で
い
る
た
め
、
西
フ
リ
カ
で
の
実
用
化
を
計

画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
日
結
核
は
エ
イ
ズ
と
密
接
に
関
係
し

た
病
気
で
す
。
エ
イ
ズ
患
者
は
結
核
に
罹

り
易
く
、
エ
イ
ズ
患
者
の
結
核
で
は
薬
剤

耐
性
が
高
度
に
進
み
ま
す
。
問
題
は
結
核

菌
の
培
養
が
困
難
な
こ
と
で
、
医
学
研
究

が
困
難
な
病
原
体
で
す
。
日
本
か
ら
野
口

研
に
技
術
移
転
し
た
培
養
技
術
を
駆
使
し

て
、
西
ア
フ
リ
カ
の
結
核
菌
の
薬
剤
耐
性

株
の
蔓
延
度
解
析
を
行
っ
て
情
報
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
防
疫
を
考
え
る
と
、
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
大
変
に
「
足
」
が
速
い
の
で
、

西
ア
フ
リ
カ
地
域
の
新
興
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
情
報
は
欠
か
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
西
ア
フ
リ
カ
で
超
高
度
薬
剤
耐
性
結

核
菌
が
蔓
延
す
る
事
も
地
球
上
に
広
く
影

響
し
ま
す
。
マ
ラ
リ
ア
の
薬
剤
耐
性
株
の

出
現
も
世
界
の
マ
ラ
リ
ア
流
行
地
の
状
況

　

ガ
ー
ナ
は
西
ア
フ
リ
カ
の
ギ
ニ
ア
湾
に

沿
っ
た
、
面
積
は
日
本
の
約
2
⁄
3
で
人

口
は
2
3
0
0
万
人
の
国
で
す
。
南
部
は

熱
帯
雨
林
、
北
部
は
乾
燥
し
た
ス
テ
ッ
プ

気
候
と
な
り
ま
す
。
産
業
は
某
菓
子
メ
ー

カ
ー
の
製
品
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
カ
カ
オ

栽
培
が
盛
ん
で
す
が
、
他
に
金
を
産
出
し

最
近
で
は
油
田
開
発
の
可
能
性
も
出
て
き

ま
し
た
。

　
日
本
人
に
と
っ
て
、
ガ
ー
ナ
が
野
口
英
世

博
士
の
終
焉
の
地
で
あ
る
こ
と
は
特
別
の

思
い
を
か
き
立
て
ま
す
。
黄
熱
病
の
研
究

の
た
め
に
、
野
口
英
世
は
1
9
2
7
年
か
ら

ア
ク
ラ
市
内
の
病
院
研
究
室
で
、
猛
烈
な

研
究
に
当
っ
て
い
ま
し
た
。
不
幸
に
も
彼
は

自
ら
黄
熱
病
に
斃
れ
、
1
9
2
8
年
5
月

に
ア
ク
ラ
市
内
で
51
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。
今
で
も
コ
レ
ブ
病
院
に
野
口
博
士
が

過
ご
し
た
研
究
室
が
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い

ま
す（
写
真
１
）。

　

ガ
ー
ナ
は
1
9
5
7
年
に
サ
ハ
ラ
以
南

の
ア
フ
リ
カ
で
先
陣
を
切
っ
て
独
立
を
果

た
し
ま
し
た
。
以
来
、
ガ
ー
ナ
は
西
ア
フ

リ
カ
で
最
も
安
定
し
た
国
家
と
し
て
、
日

本
の
重
要
な
外
交
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
は
ガ
ー
ナ
の
国
づ
く
り
支

援
に
長
い
実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

医
学
研
究
の
分
野
で
も
40
年
以
上
の
協
力

の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

1
9
7
8
年
に
供
与
し
た
野
口
研
は
、
日

本
に
よ
る
医
学
研
究
協
力
の
シ
ン
ボ
ル
と

い
え
る
も
の
で
、
今
日
で
は
西
ア
フ
リ
カ

地
域
で
も
最
先
端
の
研
究
設
備
を
備
え
た

研
究
所
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

地
域
の
医
学
研
究
の
中
心
と
し
て
の
機
能

を
担
っ
て
い
ま
す（
写
真
２
）。
こ
の
よ
う

に
日
本
と
の
長
い
交
流
実
績
に
立
っ
て
東

京
医
科
歯
科
大
学
は
野
口
研
と
連
携
し
て

感
染
症
研
究
の
新
た
な
拠
点
を
構
築
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

な
ぜ
西
ア
フ
リ
カ
か
？

　

新
興
・
再
興
感
染
症
と
は
既
に
解
決
済

み
と
考
え
ら
れ
た
、
ま
た
は
新
し
く
出
現

し
た
感
染
症
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
結
核

や
マ
ラ
リ
ア
は
代
表
的
な
再
興
感
染
症
で

あ
り
、エ
イ
ズ
や
エ
ボ
ラ
出
血
熱
、S
A
R
S

な
ど
は
新
興
感
染
症
と
呼
ば
れ
ま
す
。
新

興
感
染
症
は
人
類
が
初
め
て
遭
遇
す
る
た

め
に
情
報
が
あ
り
ま
せ
ん
。
新
興
感
染
症

は
病
原
体
、
診
断
法
、
治
療
法
、
予
防
法

な
ど
の
情
報
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
は
大
き

な
脅
威
で
す
。
日
本
は
そ
の
情
報
入
手
ル

ー
ト
の
整
備
が
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
ま

し
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て
を
国
際
機
関
や
外
国

の
研
究
機
関
に
頼
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ

こ
で
文
部
科
学
省
は
平
成
17
年
度
か
ら
新

興
・
再
興
感
染
症
海
外
研
究
拠
点
整
備
を

推
進
す
る
事
業
を
開
始
し
た
の
で
す
。
東

京
医
科
歯
科
大
学
の
西
ア
フ
リ
カ
拠
点
を

含
め
て
、
ア
ジ
ア
と
ア
フ
リ
カ
に
8
拠
点

ガ
ー
ナ
と
い
う
国

Ghana

（写真3）エイズの共同研究チーム

　近代医学が感染症との闘いを通じて発展し、20世紀の抗生物質や多くの化学
療法剤の発見により、私たち人類は感染症を克服したと感じた時期がありました。
しかし、20世紀後半から、これまでの人類の努力をあざ笑うように抗生物質に耐
性の細菌が出現したり、これまでに経験しなかった新興感染症に遭遇するように
なり、感染症との闘いが新たな局面に入ったことを認めざるをえない事態になり
ました。社会開発の急速な進歩は地球をますます狭くし、アフリカでさえも東京
から24時間以内で移動できるようになり、モノの往来も益々活発になってきてい
ます。人間の利便性追求は、病原体の移動にも好適な環境を招くことはSARSの
世界的拡散の事例で私たちは学びました。今日では新型インフルエンザの世界的
な広がりは不気味であり、私たち医学研究者は国民の不安を解消する努力が求
められています。
　そのような社会要請に応えるために、東京医科歯科大学は2008年度から、感
染症の研究と対策に向けたわが国の国際戦略の一環として、西アフリカのガーナ
にある野口記念医学研究所（野口研）と協力して、新興・再興感染症研究拠点
を整備する事業を始めました。
　野口研の研究拠点を核として、私たちの大学が今後どのような活動を展開して
どのような成果を求めているかをご紹介したいと思います。

（写真1）アクラ市内に残る野口英世の
研究室

（写真2）拠点を設置した野口研の全景

西アフリカを舞台とした
感染症研究の展開

文部科学省委託費「西アフリカ地域の研究拠点を核とした感染症研究の戦略的展

大学院医歯学総合研究科国際環境寄生虫病学分野　太田 伸生教授
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出
す
こ
と
に
よ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ア
側
か
ら

の
新
規
計
測
技
術
へ
の
要
望
、
提
案
に
も

応
え
ら
れ
る
可
能
性
が
芽
生
え
て
き
て
い

る
。

　

ソ
ニ
ー
は
１
９
５
５
年
の
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ラ
ジ
オ
か
ら
始
ま
り
、
一
昨
年
、
有
機

E
L
テ
レ
ビ
の
世
界
初
の
市
場
導
入
を
果

た
し
た
。
こ
の
よ
う
に
会
社
の
D
N
A
と

し
て
、
最
新
の
技
術
で
他
に
は
な
い
商
品

を
世
の
中
の
人
に
使
っ
て
も
ら
い
、
満
足

を
感
じ
て
頂
く
、
と
い
う
こ
と
に
注
力
し

て
き
て
い
る
。

　

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
は
、
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
医
療
チ
ー
ム
や
研
究
チ
ー
ム
と
の

交
流
に
よ
り
「
先
進
の
技
術
で
、
新
た
な

研
究
の
地
平
を
切
り
拓
く
」
こ
と
を
目
指

す
。
他
に
は
な
い
技
術
の
実
現
に
繋
が
る

こ
と
を
目
標
に
、
新
規
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技

術
や
、
生
体
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
、
P
o
C

（
ポ
イ
ン
ト
オ
ブ
ケ
ア
）領
域
等
を
中
心

に
、
日
々
、
研
究
活
動
を
進
め
て
い
る
。

　

ソ
ニ
ー
の
研
究
部
門
で
は
オ
ー
プ
ン
イ

う
こ
と
で
は
な
く
、
材
料
、
デ
バ
イ
ス
、

シ
ス
テ
ム
に
跨
る
か
な
り
広
い
技
術
分
野

に
な
る
。
半
導
体
に
関
わ
る
超
微
細
加
工

技
術
、
高
集
積
の
L
S
I
の
設
計
、
製
造

技
術
、
C
C
D
か
ら
始
ま
っ
た
高
解
像
度

イ
メ
ー
ジ
ャ
ー
技
術
、
あ
る
い
は
、
C
D

か
ら
D
V
D
、
ブ
ル
ー
レ
イ
デ
ィ
ス
ク
と

進
め
て
き
た
光
デ
ィ
ス
ク
関
連
の
高
分
子

の
ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
加
工
、半
導
体
レ
ー
ザ
、

光
検
出
の
技
術
な
ど
が
、
生
体
情
報
の
計

測
に
結
び
つ
く
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
を
切
り

拓
く
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、「
プ

レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
３
」
に
搭
載
さ
れ
て

い
る
高
速
の
画
像
処
理
を
可
能
に
し
た
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
に
よ
り
、
大
容
量
画
像
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
処
理
が
実
現
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
技
術
も
医
療
画
像
処
理
に
応
用
で

き
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
光
デ
ィ
ス

ク
を
中
心
と
し
た
ス
ト
レ
ー
ジ
技
術
も
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
分
野
で
の
大
容
量
記
録
の
ニ

ー
ズ
に
十
分
応
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ソ
ニ
ー
は
、
医
療
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

分
野
に
お
け
る
基
礎
研
究
を
、
中
長
期
的

R
&
D
重
点
領
域
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
ソ
ニ
ー
が
培
い
、
す
で
に
商

品
の
形
に
な
っ
て
い
る
技
術
の
み
な
ら
ず
、

現
在
、
先
端
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
所　

ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
が
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

に
お
い
て
進
め

て
い
る
先
端
材

料
技
術
と
の
シ

ナ
ジ
ー
を
生
み

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、

よ
り
オ
ー
プ
ン
に
外
部
の
組
織
と
交
流
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
共
同
・
協

力
体
制
を
構
築
し
自
分
た
ち
の
持
っ
て
い

な
い
技
術
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
自
ら

の
開
発
し
た
技
術
は
外
部
と
の
協
業
で
付

加
価
値
を
高
め
て
使
っ
て
頂
け
る
よ
う
な

方
向
で
、
研
究
活
動
を
進
め
て
い
る
。
東

京
医
科
歯
科
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
は
、
理
想
的
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

持
た
せ
て
頂
い
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
、

世
の
中
の
役
に
立
つ
成
果
を
創
出
で
き
る

と
確
信
し
て
い
る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で

の
医
歯
工
融
合
は
、大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
、

現
場
で
の
相
互
連
携
を
進
め
て
い
く
と
い

う
、
ソ
ニ
ー
と
し
て
も
新
し
い
や
り
方
を
採

用
し
た
。
こ
の
協
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成

功
さ
せ
、
よ
り
新
し
い
医
療
技
術
を
創
出

し
、
明
る
い
未
来
を
拓
く
た
め
に
は
、
医
療

　

ソ
ニ
ー
は
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
は

じ
め
、エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
、金
融
等
、

様
々
な
分
野
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い

る
。
基
礎
研
究
に
お
い
て
は
、
先
端
材
料

や
情
報
通
信
の
分
野
を
中
心
と
し
た
研
究

部
門
を
持
つ
。
関
連
組
織
の
ソ
ニ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
で
は
、

シ
ス
テ
ム
・
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
や
脳
科
学
、

経
済
物
理
学
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
で
研

究
を
進
め
て
い
る
の
は
、
ソ
ニ
ー
株
式
会

社　

先
端
マ
テ
リ
ア
ル
研
究
所　

ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
分
野
を
中
心
に
、
ソ
ニ
ー
の
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
活
用
し
た
基
礎
研
究
を

行
っ
て
い
る
。

　

ソ
ニ
ー
は
従
来
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

領
域
に
留
ま
ら
ず
、環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

医
療
・
健
康
、
安
全
・
安
心
な
社
会
、
と

い
う
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
か
、
い
か
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
っ
た
視
点
を
持
ち
な
が

ら
、
先
端
研
究
を
進
め
て
い
る
。
医
療
分

野
で
は
、
す
で
に
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
を

中
心
と
し
た
、
解
像
度
の
極
め
て
高
い
医

療
用
映
像
シ
ス
テ
ム
等
を
病
院
や
医
療
機

器
メ
ー
カ
ー
向
け
に
提
供
し
て
い
る
。

　

ソ
ニ
ー
の
得
意
と
す
る
映
像
技
術
を
含

め
、
先
端
材
料
研
究
の
成
果
や
デ
バ
イ
ス

技
術
を
医
学
・
歯
学
領
域
に
適
用
す
る
と
、

新
た
な
研
究
の
展
望
が
拓
け
る
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
医
療
や
社
会
に

役
立
つ
一
助
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ

の
よ
う
な
視
点
を
共
有
さ
せ
て
頂
き
な
が

ら
、
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
発
生
発

達
病
態
学
分
野　

水
谷
修
紀
教
授
を
始
め

と
す
る
複
数
の
研
究
チ
ー
ム
と
の
共
同
研

究
を
進
め
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
「
医
歯
工
融
合
」
と
い
う
か

た
ち
で
、
最
先
端
の
医
学
・
歯
学
の
研
究

と
、
最
先
端
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
が

合
わ
さ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い

技
術
を
生
み
、
医
学
・
歯
学
の
進
歩
、
医

療
技
術
の
革
新
、
新
し
い
治
療
法
に
繋
が

る
糸
口
が
見
え
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。

東
京
医
科
歯
科
大
学
と
い
う
、
世
界
に
冠

た
る
医
歯
学
の
先
端
研
究
・
臨
床
の
場
で
、

共
同
研
究
が
進
め
ば
、21
世
紀
の
医
療
に

新
た
な
光
を
投
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
期
待
に
胸
が
膨
ら
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
で
、
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

を
「
医
歯
工
融
合
の
拠
点
」
と
し
て
位
置

づ
け
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
が
、
工
学
領
域

と
し
て
は
、
最
先
端
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
技
術
と
い
っ
て
も
単
に
電
気
回
路
と
い

ソ
ニ
ー
の
技
術

…
医
療
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
　
　
　
　
領
域
に
お
け
る
研
究
開
発
…
　

東
京
医
科
歯
科
大
学
と
ソ
ニ
ー
の

連
携
に
よ
る
研
究
成
果
の
創
出
へ

…
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
…

   

研
究
監
督
官
と
し
て

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
が
国
立
大
学

か
ら
国
立
大
学
法
人
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
っ
た
時
、
我
々
は
予
期
せ
ぬ
「
困
難
」

と
「
可
能
性
」
と
い
う
２
つ
の
相
反
す

る
局
面
に
遭
遇
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
ん

な
時
期
に「
産
」は「
学
」に
パ
ー
ト
ナ
ー

を
求
め
、「
学
」
も
ま
た
よ
り
具
体
的

な
解
決
能
力
を
も
つ
「
産
」
と
の
協
力

を
模
索
し
て
い
た
。
今
回
の
ソ
ニ
ー
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
部
門
の
展
開
は
双
方

に
と
っ
て
碎
啄
同
時
（
そ
く
た
く
ど
う

じ
）
と
し
て
の
重
要
な
意
味
を
も
つ
だ

ろ
う
。
歴
史
を
振
り
返
る
と
大
き
な
遺

産
は
異
な
っ
た
文
化
の
遭
遇
と
協
力
の

中
で
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
今

回
の
ソ
ニ
ー
の
学
内
展
開
は
医
歯
工
連

携
に
お
け
る
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機

会
を
提
供
す
る
。
そ
し
て
「
産
」
と

「
学
」
双
方
に
予
想
外
の
大
き
な
付
加

価
値
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い
る
。
ソ

ニ
ー
と
東
京
医
科
歯
科
大
学
が
こ
の
機

会
に
、
将
来
模
範
と
な
る
共
同
研
究
を

展
開
し
、共
に
大
き
く
成
長
す
る
中
で
、

社
会
的
に
も
立
派
に
貢
献
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

（
発
生
発
達
病
態
学
分
野 

水
谷
修
紀
教
授（
談
））

右から、研究監督官 水谷教授、
篠田研究担当理事、ソニー㈱統括部長 安田

医歯工融合により、
最先端研究の地平を切り拓く

東京医科歯科大学とソニー オープンラボのコラボレーション
〈 ソニー株式会社　先端マテリアル研究所　ライフサイエンス研究部　寄稿 〉

ソニーは、2004年よりスタートした産学連携のためのスペースである
「オープンラボ」に入居し、東京医科歯科大学との共同研究を進めてきた。
学際的な研究体制による高い付加価値の創出によって、研究領域のみならず
臨床現場や広く世の中に貢献していくことを目指し、2008年秋、
医歯学総合研究棟Ⅱ期棟オープンラボスペースにも展開した。
東京医科歯科大学との連携をますます深め、「医歯工融合」による最先端研究の
地平を切り拓くことを目指した、ソニー オープンラボについてご紹介する。

東京医科歯科大学：医歯学総合研究棟 ソニー株式会社：本社　

ソ
ニ
ー
研
究
部
門
の

　
　
　
　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
展
開

　
　
　…
医
歯
工
融
合
へ
…

者
や
研
究
者
の
方
々
か
ら
の
指
導
や
協
力

を
仰
ぐ
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
の
新
し
い
融
合
研
究
を
東
京
医
科
歯

科
大
学
と
ソ
ニ
ー
に
と
っ
て
輝
け
る
も
の

に
す
る
た
め
、
ま
た
、
社
会
に
広
く
貢
献

す
る
た
め
に
、
日
々
、
活
動
を
進
め
て
ゆ

き
た
い
。

先
進
の
技
術
で

新
し
い
研
究
の
地
平
を
切
り
拓
く



受賞教員紹介
「国際Bárány学会Hallpike-Nylén Medal」  篠田義一名誉教授
「第4回日本学術振興会賞」（平成19年度） 水島 昇  教授
「第3回日本学術振興会賞」（平成18年度） 田中真二特任准教授
「平成20年度文部科学大臣表彰 科学技術賞」 稲澤譲治教授
「平成20年度文部科学大臣表彰 若手科学者賞」 吉田清嗣准教授
「第60回保健文化賞」（平成20年度） 高野健人教授
「第8回ライオン学術賞」（第50回歯科基礎医学会） 青木和広助教
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平
成
20
年
3
月
31
日
〜
4
月
3
日
、
京
都

で
開
催
さ
れ
た
第
25
回
国
際Bárány

学
会
に

お
い
て
、H

allpike-N
ylén M

edal

を
受
賞

す
る
栄
誉
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。Barany

学
会

は
、
1
9
4
1
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

R. Bárány

の
業
績
を
記
念
し
て
1
9
6
0
年

に
設
立
さ
れ
た
前
庭
系
の
医
学
に
関
し
て
最
も

権
威
の
あ
る
学
会
で
、
国
際
的
に
活
躍
し
て
い

る
臨
床
家（
耳
鼻
科
、
神
経
内
科
、
眼
科
、
脳

外
科
、
宇
宙
医
学
）及
び
基
礎
医
学
者（
解
剖
、

生
理
学
、
制
御
工
学
）が
会
員
で
す
。
現
在
、
会

員
数
は
30
数
カ
国
約
5
0
0
名
で
、
会
員
に

な
る
に
は
厳
し
い
審
査
が
あ
り
、
2
年
毎
に

開
催
さ
れ
る
学
会
で
10
名
程
が
新
会
員
と
し

て
承
認
さ
れ
ま
す
。
前
庭
系
の
臨
床
で
功
績

の
あ
っ
た
医
師
に
贈
ら
れ
るH

allpike-N
ylén 

Prize

（
賞
金
）に
対
し
て
、H

allpike-N
ylén 

M
edal

（
メ
ダ
ル
と
賞
金
）は
前
庭
系
の
研
究
で

優
れ
た
業
績
を
残
し
た
研
究
者
に
対
し
て
与
え

ら
れ
る
賞
で
、
過
去
の
受
賞
者
に
は
、
伊
藤
正

男
先
生（
東
大
名
誉
教
授
）、David Zee 

先

生（Johns H
opkins

）な
ど
が
お
ら
れ
ま
す
。

会
長
のM

atti Anniko

ウ
プ
サ
ラ
大
教
授
の

受
賞
理
由
の
紹
介
に
よ
る
と
、
前
庭
動
眼
反
射

系
に
お
い
て
制
御
工
学
的
方
法
を
用
い
て
中
枢

神
経
系
内
に
神
経
積
分
器
の
存
在
を
示
し
た
こ

と
、
細
胞
内
記
録
法
に
よ
る
前
庭
性
眼
振
の
発

現
神
経
機
構
の
解
明
、
H
R
P
細
胞
内
染
色
に

よ
る
前
庭
核
細
胞
の
脊
髄
軸
索
形
態
や
前
庭
小

　
2
0
0
7
年
3
月
2
日
、
有
井
滋
樹
先
生
、

幕
内
雅
敏
先
生
、
門
田
守
人
先
生
の
御
推
挙
を

賜
り
、
第
3
回
日
本
学
術
振
興
会
賞
を
受
賞
致

し
ま
し
た
。
小
生
は
消
化
器
癌
、
特
に
肝
癌
、

膵
癌
、
胆
道
癌
な
ど
難
治
性
癌
を
専
門
と
す
る

外
科
医
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
癌
は
手
術
後

に
再
発
す
る
こ
と
が
あ
り
、
癌
克
服
の
た
め
に

は 

外
科
手
術
に
加
え
、
新
し
い
観
点
か
ら
の

治
療
法
開
発
が
必
須
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。
生
体
内
に
お
け
る
「
が
ん
」
と
い
う

疾
患
は
癌
細
胞
と
宿
主
と
の
相
互
関
係
に
あ

り
、
宿
主
反
応
を
含
む 

よ
り
多
く
の
因
子
が

複
雑
に
作
用
し
て
い
ま
す
。
生
体
内
で
の
癌-

宿
主
相
互
関
係
を
包
括
的
に
解
析
す
る
た
め
に

は
、
外
科
の
臨
床
検
体
に
基
づ
い
た
研
究
の
重

要
性
が
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
癌
が
進
行
す
る
と
血
管
新
生
に
よ
り
補

給
を
受
け
ま
す
が
、こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
明
で
し
た
。
我
々
は

inform
ed consent

を
得
た
上
で
外
科
臨
床

検
体
を
用
い
た
解
析
を
行
な
い
、
新
生
血
管
を

示
す
肝
癌
の
み
に
発
現
す
る
遺
伝
子
を
ク
ロ
ー

ニ
ン
グ
し
、
新
し
い
血
管
新
生
因
子
で
あ
る
こ

と
を
見
出
し
ま
し
た
。
そ
の
機
能
を
抑
制
す
る

遺
伝
子
を
合
成
し
て
、マ
ウ
ス
肝
癌
モ
デ
ル
で

遺
伝
子
治
療
を
行
な
う
と
腫
瘍
が
冬
眠
化
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
現
在
、
中
和
抗
体
や

阻
害
剤
の
開
発
に
よ
り
、
実
際
の
臨
床
試
験
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
日
本
学
術
振
興
会
賞
と
い
う
大
変

名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
先
生
方
、そ
し
て
一
緒

に
研
究
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
先
輩・同
僚・学

生
の
み
な
さ
ま
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
受
賞
課
題
は
「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
分
子
生

物
学
的・生
理
学
的
機
能
の
解
明
」
で
あ
り
、

私
が
こ
れ
ま
で
11
年
間
行
っ
て
参
り
ま
し
た

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の

生
理
学
的
意
義
に
つ
い
て
の
研
究
で
す
。
生
命

を
維
持
す
る
に
は
そ
の
構
成
成
分
を
作
る
だ
け

で
は
な
く
、そ
れ
ら
を
適
切
に
分
解
処
理
す
る

こ
と
も
等
し
く
重
要
で
す
。
私
た
ち
を
取
り
巻

く
人
間
社
会
で
も
、
限
り
あ
る
資
源
を
い
か
に

有
効
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
せ
る
か
が
現
在
の
重
要

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
細
胞
は
実
に
巧
妙

に
そ
れ
を
や
っ
て
の
け
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
の
し
く
み
が
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
呼
ば
れ
る

細
胞
内
の
大
規
模
分
解
系
で
す
。
こ
れ
は
単
な

る
細
胞
質
成
分
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
品
質
管
理
を

行
う
だ
け
で
は
な
く
、
飢
餓
時
の
ア
ミ
ノ
酸
産

生
、
受
精
卵
で
の
母
性
タ
ン
パ
ク
質
分
解
、
細

胞
内
細
菌
分
解
、
抗
原
提
示
な
ど
に
お
い
て
も

重
要
な
働
き
を
し
ま
す
。
最
近
で
は
癌
抑
制

や
炎
症
性
腸
疾
患
と
の
関
連
も
注
目
さ
れ
て
お

り
、オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
は
代
謝
学
、
発
生
学
、

内
分
泌
学
、微
生
物
学
、免
疫
学
、神
経
科
学
、

消
化
器
学
、
腫
瘍
学
な
ど
広
範
に
わ
た
る
基

脳
の
機
能
構
築
の
解
明
、
三
半
規
管
―
頸
筋
系

の
神
経
回
路
網
の
同
定
、
水
平・垂
直
性
急
速

眼
球
運
動
発
現
神
経
機
構
の
解
明
な
ど
に
よ
り

前
庭
系
の
中
枢
神
経
機
能
解
明
に
貢
献
し
た
こ

と
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

受
賞
者
の
選
考
は
、国
際
的
な
前
庭
研
究
者
達
か
ら

の
推
薦
を
も
と
に
、
選
考
委
員
会
が
多
く
の
専

門
家
の
意
見
を
聞
い
て
最
終
的
に
決
定
す
る
そ

う
で
す
の
で
、
40
年
間
共
に
こ
の
分
野
で
研
究

を
し
て
き
た
世
界
中
の
友
人
達
が
評
価
し
て
く

れ
た
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
脳
研
究
は
、
分
子
生
物
学
の
発
展
に
よ
り
、

遺
伝
子
、チ
ャ
ン
ネ
ル
、シ
ナ
プ
ス
の
レ
ベ
ル
で

大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
技
術
が
進
み
ヒ
ト
で
の
脳
研
究

が
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

脳
の
機
能
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、in vivo

の
動
物
を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
神
経
生
理
学
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
不
可
欠
で
あ
り
、
神
経
回
路
の

理
解
無
く
し
て
は
高
次
脳
機
能
の
理
解
は
あ
り

得
ま
せ
ん
。
今
回
の
賞
は
、そ
の
よ
う
な
立
場

で
長
年
研
究
を
続
け
て
き
た
我
々
の
グ
ル
ー
プ

が
世
界
の
中
で
評
価
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め

て
お
り
ま
す
。
共
同
研
究
者
で
あ
る
杉
原
泉
准

教
授
、
杉
内
友
理
子
講
師
、
伊
澤
佳
子
助
教
、

M
D

-PhD

コ
ー
ス
の
高
橋
真
有
さ
ん
に
心
よ

り
感
謝
す
る
と
共
に
、
基
礎
医
学
に
進
む
人
が

少
な
い
中
で
、
彼
ら
本
学
医
学
部
出
身
者
が
今

後
更
に
国
際
的
に

活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
肝
癌
は
術
後
再
発
し
て
も
、
再
切
除
や
肝
移

植
な
ど
の
根
治
的
治
療
が
可
能
な
基
準
内
で
あ

れ
ば
、
比
較
的
予
後
は
良
好
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
適
切
な
再
発
治
療
が
出
来
な
い
場
合
、

予
後
は
極
め
て
悪
い
の
が
現
状
で
す
。つ
ま
り
、

肝
癌
の
治
療
戦
略
に
は
再
発
形
態
を
予
測
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
は
基
準

外
再
発
症
例
を
解
析
し
、そ
の
最
も
有
力
な
遺

伝
子
と
し
て
細
胞
分
裂
期
酵
素
の
１
つ
を
同
定

し
ま
し
た
。
多
変
量
解
析
の
結
果
、こ
の
遺
伝

子
が
基
準
外
再
発
を
規
定
す
る
唯
一
の
独
立
因

子
と
認
め
ら
れ
、
遺
伝
的
不
安
定
性
と
高
い
相

関
を
検
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、こ
の
酵
素
を

特
異
的
に
阻
害
す
る
薬
剤
を
用
い
て
肝
癌
の
前

臨
床
試
験
を
行
な
い
、
高
い
有
効
性
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
既
に
他
の
悪
性
腫
瘍
で
は
第

Ⅰ
相
臨
床
試
験
が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
発

展
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

毎
日 

癌
の
臨
床
に
接
し
て
い
る
と
、
新
し

い
治
療
法
を
開
発
し
な
け
れ
ば
、と
い
う
強
い

m
otivation

が
惹
起
さ
れ
ま
す
。
日
々
精
進

に
努
め
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
癌
治
療
の
開
発

に
邁
進
す
る
所

存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
御
指

導
、
御
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ

う
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

礎・臨
床
医
学
領
域
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

授
賞
式
は
3
月
3
日
、
秋
篠
宮
同
妃
両
殿

下
に
ご
臨
席
の
も
と
、
上
野
の
日
本
学
士
院
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
者
は
23
名

で
、
人
文
系
5
名
、
理
工
系
10
名
、生
物
系
8

名（
植
物
3
名
、昆
虫
1
名
、そ
の
他
4
名
）で

し
た
。
研
究
内
容
は
、マ
ヤ
文
明
、
乱
数
発
生

法
、
水
循
環
、
植
物
の
ホ
ウ
素
輸
送
体
、シ
ナ

プ
ス
可
塑
性
な
ど
実
に
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

授
賞
式
で
は
小
野
元
之
理
事
長
の
式
辞
、
江
崎

玲
於
奈
選
考
委
員
長
か
ら
の
選
考
経
過
の
説
明

が
あ
り
、
理
事
長
よ
り
各
受
賞
者
に
盾
と
メ
ダ

ル
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式
後
に
は
立
食

の
昼
食
パ
ー
テ
ィ
が
あ
り
、そ
こ
で
両
殿
下
と

も
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
に
つ
い
て
短
時
間
議
論
す

る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
本
賞
は
若
手
対
象
と
い
う
こ
と
で
、
研
究
の

中
継
点
で
す
。
今
後
一
層
努
力
し
、
基
礎
お
よ

び
臨
床
医
学
に
通
ず
る
独
創
的
研
究
を
行
い
、

本
学
の
発
展
に
尽
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

名
誉
教
授
（
シ
ス
テ
ム
神
経
生
理
学
）

研
究
担
当
理
事	

篠
田 

義
一

医
歯
学
総
合
研
究
科
肝
胆
膵
･

総
合
外
科
学
分
野

特
任
准
教
授
　
田
中 

真
二

医
歯
学
総
合
研
究
科
細
胞
生
理
学
分
野

教
授
　
水
島 

昇

国
際Bárány

学
会

Hallpike-Nylén M
edal

第
３
回
日
本
学
術
振
興
会
賞

第
4
回
日
本
学
術
振
興
会
賞

集合写真（後列右端）

日本学士院にて
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昨
年
9
月
23
日
、
第
50
回
歯
科
基
礎
医
学
会

に
お
い
て
会
員
と
し
て
最
も
名
誉
あ
る
賞
と
い

わ
れ
る
ラ
イ
オ
ン
学
術
賞
を
い
た
だ
い
た
。
歯

科
基
礎
医
学
会
に
関
し
て
は
、
脇
田
稔
、
前

歯
科
基
礎
医
学
会
理
事
長
に
よ
る
寄
稿
に
詳

し
い（J.O

ral Biosci.Vol ５
０ Supp, 6-9, 

2008

）が
、そ
の
寄
稿
の
冒
頭
部
分
を
引
用
す

る
。『
歯
科
基
礎
医
学
会
は
歯
科
に
お
け
る
基

礎
医
学
を
構
成
す
る
解
剖
学
、
生
理
学
、
生
化

学
、
病
理
学
、
微
生
物
学
の
6
部
門
す
べ
て
を

含
む
連
合
体
で
、
学
問
の
細
分
化
と
専
門
家
が

進
む
今
日
と
し
て
は
、
恒
常
的
に
存
在
す
る
珍

し
い
学
会
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
29
歯
科
大

学・大
学
歯
学
部
を
中
心
に
3
0
0
0
名
近
い

会
員
を
擁
す
る
大
規
模
な
学
会
で
も
あ
る
。』

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
過
去
5
年
間
に
お
け
る

4
つ
の
論
文
の
内
容
、す
な
わ
ち
ペ
プ
チ
ド
薬

に
よ
る
炎
症
性
骨
吸
収
抑
制
に
関
す
る
研
究
の

一
貫
性
を
評
価
し
て
頂
き
、
薬
理
学
部
門
か
ら

初
め
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。
共
同
研
究
者
の
先

生
方
、
大
谷
教
授
は
じ
め
、
今
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
あ

る
。
ペ
プ
チ
ド
薬
の
中
で
も
ア
ミ
ノ
酸
9
つ
で

構
成
さ
れ
る
Ｗ
9
ペ
プ
チ
ド
に
関
し
て
関
節
リ

ウ
マ
チ
の
特
効
薬
で
あ
る
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
抗
体
と
作

用
比
較
を
し
た
論
文
は
リ
ウ
マ
チ
分
野
の
ト
ッ

プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
表
紙
を
飾
っ
た
。
今
後
も
引

き
続
き
、
小
分
子
ペ
プ
チ
ド
の
臨
床
応
用
を
目

指
し
て
研
究
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

こ
の
度
、
平
成
20
年
度
文
部
科
学
大
臣
表

彰
若
手
科
学
者
賞
受
賞
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
共
に
研
究
に
邁
進
し

て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
遺
伝
情
報
の
担
い
手
で
あ
る
D
N
A
に
傷
害

が
起
き
た
場
合
、
細
胞
は
ま
ず
そ
の
傷
害
を
元

通
り
直
そ
う
と
し
ま
す
が
、
傷
害
が
重
篤
で
直

せ
な
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
自
ら
死
を
選
び

ま
す
。
細
胞
の
運
命
を
決
め
て
い
る
こ
の
細
胞

死
を
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
と
呼
び
、
私
は
こ
の
仕
組

み
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
、
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究

で
は
、そ
の
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
誘
導
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
リ
ン
酸
化
酵

素
が
働
く
仕
組
み
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
酵
素
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
ア
ポ

ト
ー
シ
ス
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
が
ん
治
療
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
繋
が
る
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
こ
れ
ら
の
研
究
成
果

の
一
部
に
つ
い
て
は
、
本
学
の
広
報
を
通
じ
て

プ
レ
ス
発
表
す
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、そ
の
内

容
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の
理
解
に
お
い
て
は
、
細
胞

の
中
で
め
ま
ぐ
る
し
く
や
り
取
り
さ
れ
て
い
る

情
報
が
、ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
整
理
整
頓
さ

れ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
掴
む
こ
と
が
鍵

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
D
N
A
が
存
在

　
こ
の
度
、
第
60
回
保
健
文
化
賞
の
個
人
賞
を

受
賞
し
、
皇
居
に
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
拝
謁

し
、
保
健
文
化
向
上
へ
の
貢
献
に
感
謝
の
お
言

葉
を
賜
り
、
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
し
た
。
ご
推

薦
い
た
だ
き
ま
し
た
大
野
医
学
部
長
は
じ
め
、

受
賞
理
由
と
な
り
ま
し
た
「
包
括
的
地
域
保
健

プ
ロ
グ
ラ
ム（
ヘ
ル
シ
ー
シ
テ
ィ
ー
ズ
）
」
に

ご
支
援
、ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
国
内
外
の

多
く
の
方
々
に
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
保
健
文
化
賞
と
は
、
地
域
に
密
着
し
た
実
際

的
な
活
動
と
社
会
的
寄
与
に
対
し
て
設
定
さ
れ

た
賞
で
あ
り
、
私
の
受
賞
理
由
は
、
世
界
保
健

機
関（
W
H
O
）に
協
力
し
て
「
ヘ
ル
シ
ー
シ

テ
ィ
ー
ズ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
主
と
し

て
ア
ジ
ア
の
諸
都
市
に
お
い
て
展
開
し
発
展
さ

せ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
包
括
的
地
域
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
は
、
住
民
の
健
康
や
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
は
、
個
別
の
対
策
だ
け
で
な
く
、
社
会
経

済
的
要
因
や
文
化
的
背
景
、ま
た
生
活
環
境
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
効
果
的
に
連
携

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体

的
な
手
法
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
疾
病
発
生
に
関
わ
る
社
会
的
生
活

環
境
要
因
に
関
す
る
研
究
」 

に
対
し
て
日
本
医

師
会
医
学
賞
を
社
会
医
学
部
門
と
し
て
受
賞
い

た
し
ま
た
。
こ
の
受
賞
対
象
と
な
っ
た
一
連
の

社
会
医
学
的
研
究
成
果
を
、
実
際
の
社
会
に
還

元
し
た
も
の
が
、
健
康
都
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

い
う
名
称
の
包
括
的
地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、

　

こ
の
度
、
平
成
20
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰
科

学
技
術
賞（
研
究
部
門
）を
受
賞
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
受
賞
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
研
究
内

容
は
、「
高
精
度
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ
の
開
発
と
疾
患
遺

伝
子
の
同
定
に
関
す
る
研
究
」
で
あ
り
ま
す
。
と
も

に
、
切
磋
琢
磨
、
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
室

員
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
私
は
、

1
9
9
8
年
4
月
に
、
現
在
の
東
京
医
科
歯
科
大

学・難
治
疾
患
研
究
所
に
着
任
し
ま
し
た
。
早
い
も

の
で
、
医
科
歯
科
大
学
で
研
究
室
を
主
宰
し
10
年
が

経
ち
ま
し
た
。
自
身
に
と
っ
て
節
目
と
も
言
え
る
こ

の
よ
う
な
時
期
に
、
今
回
の
受
賞
は
大
き
な
励
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
私
の
研
究
室
で
確
立
し
た
高
精
度
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ

技
術
は
、
従
来
の
染
色
体
分
析
法
で
は
決
し
て
検
出

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
数
10
キ
ロ
ベ
ー
ス
〜
数
メ
ガ

ベ
ー
ス
の
微
細
染
色
体
コ
ピ
ー
数
異
常（
欠
失
や
重

複
）を
検
出
す
る
ツ
ー
ル
で
す
。
こ
の
ゲ
ノ
ム
ア
レ

イ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
各
種
の
が
ん
や
先
天
異
常

症
に
起
き
た
潜
在
的
な
ゲ
ノ
ム
構
造
異
常
の
解
析

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
10
年
間
で
、
25
の
が
ん

種
の
1
7
0
0
例
以
上
で
詳
細
な
ゲ
ノ
ム
変
化
を

調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
新
し
い
が
ん
特

異
的
な
ゲ
ノ
ム
構
造
異
常
と
そ
の
標
的
と
な
る
が
ん

関
連
遺
伝
子
候
補
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
既
に
、そ
の
数
は
60
種
類
を
超
え
ま
す
。

　
一
方
、
私
た
ち
が
作
製
し
た
「
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ
」

は
先
天
異
常
症
の
潜
在
的
な
染
色
体
異
常
の
診
断

ツ
ー
ル
と
し
て
そ
の
臨
床
応
用
に
大
き
な
期
待
が
寄

し
て
い
る
細
胞
核
か
ら
発
信
さ
れ
る
様
々
な
情

報
が
細
胞
の
運
命
を
決
め
て
い
る
ら
し
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
そ
の
仕
組
み

を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
D
N
A
傷
害
に
お
け
る
ア
ポ
ト
ー

シ
ス
誘
導
の
仕
組
み
を
解
明
す
る
こ
と
を
通
し

て
、が
ん
の
成
り
立
ち
や
が
ん
治
療
に
少
し
で

も
役
に
立
て
る
よ
う
な
研
究
を
続
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、が
ん

細
胞
で
は
ア
ポ
ト
ー
シ
ス
の
実
行
に
対
し
て
抵

抗
性
を
持
つ
こ
と
が
多
く
、が
ん
の
発
生・進
展

や
増
殖
、
浸
潤
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
の

で
、そ
の
仕
組
み
に
少
し
で
も
迫
れ
る
よ
う
な

研
究
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
が
ん
治
療

で
は
、
細
胞
死
の
仕
組
み
を
応
用
し
た
新
し
い

抗
が
ん
剤
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
基
礎
研
究
の
醍
醐
味
は
、
誰
も
知
ら
な
い
新

し
い
こ
と
を
科
学
的
実
験
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
し
て
い
く
喜
び
に
尽
き
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
困
難
も
伴
い
ま
す
が
、

実
験
で
の
一
喜
一
憂
や
、ゴ
ー
ル
で
の
達
成
感

は
何
事
に
も
代
え
難
い
経
験
に
な
る
で
し
ょ

う
。
一
人
で
も
多
く
の
方
々
が
、
基
礎
研
究
の

世
界
に
飛
び
込
ん
で
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

研
究
と
実
践
を
共
に
行
う
と
い
う
私
自
身
の
社

会
医
学
者
と
し
て
の
研
究
ス
タ
イ
ル
が
評
価
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
素
直
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
東
京
の
下
町
で
、
開
業
医
の
家
庭
に

育
ち
、
医
院
を
受
診
す
る
方
々
と
同
じ
地
域
で

生
活
す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
は
街
で
、
人
々

の
生
活
の
中
で
惹
起
さ
れ
、
逆
に
、
病
気
の
結

果
が
生
活
に
深
刻
に
影
響
す
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
地
域
に
支
え
ら
れ
地
域
を
支

え
る
地
域
医
療
の
重
要
性
を
考
え
る
原
点
と
な

り
ま
し
た
。

　

近
年
、
医
療
崩
壊
と
い
っ
た
言
葉
も
聞
か

れ
ま
す
が
、
地
域
住
民
へ
の
医
療・介
護
を
支

え
る
に
は
、ヒ
ュ
ー
マ
ン
リ
ソ
ー
ス
や
イ
ン
ス

テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
、ま
た
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
ネ

ス
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ン
ジ
ブ
ル
な
事
柄
を
も
含

め
た
多
様
な
地
域
資
源
の
包
括
的
適
用
が
必
要

で
す
。
今
後
は
、わ
が
国
に
お
い
て
も
、
包
括

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
手
法
を
応
用
し
、さ
ら
に
研
究

と
そ
の
効
果
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
社
会
医
学
は
な
か
な
か
理
解
を
得

ら
れ
な
い
分
野
で
あ
り
、
評
価
の
観
点
も
い
わ

ゆ
る
医
科
学
研
究
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
人
間
が
現
実
の
社
会
の
な

か
で
生
活
す
る
社
会
的
な
存
在
で
あ
る
以
上
、

果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
を
自
覚
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、他
の
分
野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
、
活
性
化
す
る
分
野
で
も
あ
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
、

ご
理
解
、ご
支

援
、ご
指
導
の

程
、
引
き
続
き

お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
病
態
の
背
景
に
染
色
体
異
常
が

疑
わ
れ
る
よ
う
な
先
天
異
常
症
で
あ
っ
て
も
、そ
の

多
く
に
お
い
て
染
色
体
検
査
で
異
常
が
検
出
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
2
0
0
5
年
よ
り
、
旭
川
か

ら
沖
縄
ま
で
全
国
23
の
主
要
医
療
機
関
に
在
籍
す
る

臨
床
遺
伝
専
門
医
と
「
ア
レ
イ
C
G
H
診
断
法
実
用

化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」を
組
織
し
、
既
に
5
0
0
症

例
を
超
え
る
先
天
異
常
症
に
お
い
て
ア
レイ
C
G
H

解
析
を
行
い
、
従
来
の
染
色
体
検
査
を
代
替・補
完
す

る
診
断
技
術
と
し
て
臨
床
応
用
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と

が
検
証
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、本
領
域
は
顎
顔

面
形
成
異
常
症
と
の
関
連
も
強
く
、
本
学
歯
学
部
と

の
連
携
研
究
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー・産
業
技
術

総
合
開
発
機
構（
N
E
D
O
）の
支
援
を
受
け
「
個

別
化
医
療
の
実
現
の
た
め
の
技
術
融
合
バ
イ
オ
診
断

技
術
開
発
／
染
色
体
解
析
技
術
開
発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
５
年
間
の
計
画
で
研
究
を
推
進

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。嬉
し
い
こ
と
に
、そ
の
成
果

の
一
環
と
し
て
、
私
た
ち
が
開
発
し
た
先
天
異
常
症
診

断
用
ゲ
ノ
ム
ア
レ
イ（
通
称
、G
D
ア
レ
イ
）が
実
用

化
さ
れ
る
こ
と
も
決
定
し
、
医
療
の
現
場
で
貢
献
で
き

る
日
も
近
い
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
大
山
喬
史
学
長
、な
ら
び
に
鈴
木
章
夫
前
学
長
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
野
田
政
樹

所
長
を
は
じ
め
同
僚
の
皆
様
に
は
、
難
治
疾
患
克
服

の
研
究
の
重
要
性
を
機
会
あ
る
ご
と
に
ご
教
示
頂
い

て
お
り
改
め
て

感
謝
い
た
し
ま

す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

医
歯
学
総
合
研
究
科
硬
組
織
薬
理
学
分
野

助
教
　
青
木 

和
広

難
治
疾
患
研
究
所
ゲ
ノ
ム
応
用
医
学
研
究
部
門

（
分
子
遺
伝
）　
　
　
准
教
授		

吉
田 

清
嗣

医
歯
学
総
合
研
究
科
健
康
推
進
医
学
分
野

教
授
　
高
野 

健
人

難
治
疾
患
研
究
所
ゲ
ノ
ム
応
用
医
学
研
究
部
門

（
分
子
細
胞
遺
伝
）　
　
教
授		

稲
澤 

譲
治

第
8
回
ラ
イ
オ
ン
学
術
賞

平
成
20
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

若
手
科
学
者
賞

第
60
回
保
健
文
化
賞

平
成
20
年
度
文
部
科
学
大
臣
表
彰

科
学
技
術
賞（
研
究
部
門
）

受賞理由となった論文４編
1) E. Jimi, K.Aoki et al Selective inhibition of NF-kB blocks osteoclastogenesis and prevents 

inflammatory bone destruction in vivo. (Nature Medicine vol.10 (6), 617-624, 2004) The second 
author （転写因子NF-kBの活性化を抑えるペプチドが炎症性骨吸収の抑制に効果を示すことを示した論文）

2) K.Aoki, H. Saito et al A TNF receptor loop peptide mimic blocks RANK ligand-induced signaling, 
bone resorption, and bone loss. (J Clinic Invest 116(6): 1525-1534, 2006) The first author （分
子量1,000ほどのＷ９ペプチドが炎症時に産生亢進されるTNFの作用を抑えるだけでなく、破骨細胞を活性
化させるRANKLの拮抗薬としても働くことを示した論文）

3) Y. Suzuki, K. Aoki et al A TNF-α antagonist inhibits inflammatory bone resorption induced 
by Porphyromonas gingivalis infection in mice. (J Periodont Res 41(2):81-91, 2006.) The 
corresponding author （歯周病病原細菌による骨吸収をＷ９ペプチドが抑制することを示した論文）

4) H. Saito et al A Tumor Necrosis Factor Receptor Loop Peptide Mimic Inhibits Bone 
Destruction to the Same Extent as Anti-Tumor Necrosis Factor Monoclonal Antibody in 
Murine Collagen-Induced Arthritis.(Arthritis & Rheumatism, 56(4), 1164-1174, 2007) 
The last author & Corresponding author（本文参照）21年間お世話になった

大谷啓一教授と記念撮影


	HP001-004-bloom7.pdf
	HP002-003-bloom7
	HP004-005-bloom7
	HP006-007-bloom7
	HP008-009-bloom7
	HP010-011-bloom7
	HP012-013-bloom7
	HP014-015-bloom7
	HP016-017-bloom7
	HP018-019-bloom7
	HP020-021-bloom7
	HP022-023-bloom7
	HP024-027-bloom7

